
設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考
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〖教育人文学部〗

＜幼児教育学科＞

（ヤマダ　ヨウコ）

山田　陽子

（令和２年４月）

＜心理学科＞

（フセ　ハルミ）

布施　晴美

（令和２年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和２年度に報告済の内容　→（２）

　　　　　　令和３年度に報告する内容　→（３）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

副 学 長

（４） 管理運営組織

学 部 長

学 科 長

学　　長

職　　名

副 学 長
兼

学長補佐

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人　十文字学園

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　十文字学園女子大学

　　　　埼玉県新座市菅沢２－１－２８

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

（３） 調査対象大学等の位置

　　　〒３５２－８５１０
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載してください。
　　　　その場合別ファイルを作成し提出してください。
　　　・　様式は、平成２９年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

教育人文学部

心理学科

学士（心理学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

120人 ― 人 120人 ― 人 人 人 人 人 人 人

521 ― 437 ―

(  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 0 ] [ ― ] [ 0 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

481 ― 405 ―

(  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 0 ] [ ― ] [ 0 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

224 ― 216 ―

(  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 0 ] [ ― ] [ 0 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

153 ― 160 ―

(  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (  ―  ) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ 0 ] [ ― ] [ 0 ] [ ― ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

1.30倍

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

(　　 　)

[ 　　　 ]

1.27

[ 若干名 ]

入学定員
備　考

学生募集の停
止について

文学関係 ―
4年 120人 480人

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

　 　　・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

設 置 時 の 計 画

修業年限

(　―　) (　　 　)

1.33

(　　 　)

[ 若干名 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

120

Ｂ　 入学者数

(　―　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

120

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和６年度令和５年度令和２年度 令和３年度 令和４年度
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

153 ― 160 ―

[　0　] [　―　] [　0　] [　―　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ ― ） （ ― ） （ ― ） （ ― ） （　　） （　　） （　　） （　　）

152 ―

[　0　] [　―　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（ ― ） （ ― ） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　） （　　） （　　） （　　） （　　） （　　）

[　　 ] [　 　] [　　 ] [　 　]

（　　）（　　）（　　）（　　）

　　・令和３年５月１日　公表

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和６年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和５年度

１年次

２年次

３年次

令和２年度 令和３年度

計

備　　　　　考

153 312

[　　0  　] [　　0  　] [　　　　 ] [　　　　 ][　　　　 ]

４年次

（　　　　 ）（　 ―　 ） （　 ―　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

令和４年度
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

153 人 1 人 令和２年度 1 人 0 人 他大学進学

令和２年度 0 人 0 人

令和３年度 0 人 0 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 人 人

令和５年度 人 人

令和６年度 人 人

1 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 1
令和２年度の在学者数（ｂ） 153

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 312

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 0

【令和５年度】

令和５年度の退学者数（ａ） 0
令和５年度の在学者数（ｂ） 0

【令和６年度】

令和６年度の退学者数（ａ） 0
令和６年度の在学者数（ｂ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

0.65 ％

0 ％

#DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％

#DIV/0! ％=

=

=

=

=

=

=

=

312 人

合　　計

人

令和５年度 人 人

人令和６年度 人

人令和４年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

令和２年度

令和３年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

0人
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【認可時又は届出時】 【令和３年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 3 2 1 1前 2 3 5 4

1前・後 1 6 1前 1 2

1･2･3･4後 2 17 1･2･3･4後 2 1 8

2･3 前・後 2 2 2･3 前・後 2 3

3･4 前・後 2 2 3･4 前・後 2 2

1・2・3・4
前・後

2 3
1・2・3・4
前・後

2 2

2・3・4前・
後

2 6
2・3・4前・
後

2 10

1・2・3・4
後

2 1 1
1・2・3・4
後

2 1 1

2・3・4前・
後

2 1 3 2・3・4後 2 2 1 2

1・2・3・4
前・後

2 1
1・2・3・4
前・後

2 0 14

1・2・3・4
前・後

1 1 1
1・2・3・4
前・後

1 1 1

1前・後 2 2 1前・後 2 2

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 4 1前・後 2 4

1前・後 2 1 1前・後 2 2

1･2･3 前･
後

2 1 1
1･2･3 前･
後

2 1 1

2･3 前･後 2 1 2･3 前･後 2 1 2

2･3 前･後 2 1 2･3 前･後 2 1

2･3 前･後 2 1 2･3 前 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 2

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1前・後 2 1 1前・後 2 1

1･2･3 前･
後

2 3 1･2･3 後 2 1

1･2･3 前･
後

2 1
1･2･3 前･
後

2 1

2･3 前･後 2 1 2･3 前･後 2 1

2･3 前･後 2 1 2･3 前･後 2 1

1・2・3・4
前

1 1 1
1・2・3・4
前

1 1 1

1・2・3・4
後

1 1 11
1・2・3・4
後

1 1 13

1前 1 2 1前 1 2

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 2

持続可能な社会 持続可能な社会

くらしのなかの日本国憲法 くらしのなかの日本国憲法

21世紀型の教育 21世紀型の教育

情
報
処
理

共
通
科
目

情報処理演習Ⅰ 情
報
処
理

共
通
科
目

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ 情報処理演習Ⅱ

保
健
体
育

共
通
科
目

身体運動Ⅰ 保
健
体
育

共
通
科
目

身体運動Ⅰ

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ

女性と健康

女性の心と身体 女性の心と身体

リーガルリテラシー

ジェンダーリテラシー ジェンダーリテラシー

子育てと環境 子育てと環境

社
会
に
生
き
る

共
通
科
目

ネットワーク社会

共生社会入門 共生社会入門

多様性と倫理 多様性と倫理

芸術を読みとる 芸術を読みとる

グローバル社会

社
会
に
生
き
る

共
通
科
目

グローバル社会

ネットワーク社会

ボランティア論 ボランティア論

災害と社会 災害と社会

自主社会活動 自主社会活動

女
性
を
生
き
る

共
通
科
目

キャリアデザインとライフプ
ラン

女
性
を
生
き
る

共
通
科
目

キャリアデザインとライフプ
ラン

リーガルリテラシー

人間関係とコミュニケーショ
ン

人間理解ワークショップ 人間理解ワークショップ

総合科目 総合科目

総
合

共
通
科
目

地域で学ぶ

総
合

共
通
科
目

地域で学ぶ

地域と人間生活 地域と人間生活

人間関係とコミュニケーショ
ン

食の科学 食の科学

歴史のなかの女性 歴史のなかの女性

女性と健康

課題解決ゼミナール 課題解決ゼミナール

総合ゼミナール 総合ゼミナール

コミュニケーション演習 コミュニケーション演習

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

共
通
科
目

入門ゼミナール

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

共
通
科
目

入門ゼミナール

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

（１）－① 授業科目表

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

２　授業科目の概要

＜教育人文学部　心理学科＞
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 2 1前 1 4

1後 1 2 1後 1 4

2・3・4前 1 1 2・3・4前 1 1

2・3・4後 1 1 2・3・4後 1 1

1前 1 2 1前 1 2

1後 1 2 1後 1 2

2・3・4前 1 2 2・3・4前 1 1

2・3・4後 1 2 2・3・4後 1 1

1前 1 1 1前 1 2

1後 1 1 1後 1 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

2・3・4前 1 1 2・3・4前 1 2

2・3・4後 1 1 2・3・4後 1 2

3・4前 1 1 3・4前 1 1

3・4後 1 1 3・4後 1 1

1・2・3・4
前・後

2 1
1・2・3・4
後

2 2

1・2・3・4
後

2 2
1・2・3・4
後

2 2

1・2・3・4
後

2 2
1・2・3・4
後

2 1

1・2・3・4
後

2 1
1・2・3・4
後

2 2

2・3・4後 2 1 2・3・4後 2 1

2・3・4後 2 1 2・3・4後 2 2

2・3・4後 2 1 2・3・4後 2 1

2・3・4前 2 1 2・3・4前 2 1

1・2・3・4
後

2 1
1・2・3・4
後

2 2

1・2・3・4
前

2 1
1・2・3・4
前

2 1

1・2・3・4
前・後

2 1
1・2・3・4
前・後

2 2

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3・4前 1 1 3・4前 1 1

3・4後 1 1 3・4後 1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

日
本
語

（
非
母
国
語
者
向

）

共
通
科
目

総合日本語Ⅲａ

総合日本語Ⅲｂ 総合日本語Ⅲｂ

日本語研究Ａ（時事Ⅰ） 日本語研究Ａ（時事Ⅰ）

総合日本語Ⅰａ

日
本
語

（
非
母
国
語
者
向

）

共
通
科
目

総合日本語Ⅰａ

総合日本語Ⅰｂ

日本語表現技術Ⅰ 日本語表現技術Ⅰ

日本語表現技術Ⅱ 日本語表現技術Ⅱ

総合日本語Ⅲａ

日本語表現技術Ⅲ

日本語表現技術Ⅳ

日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ） 日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ）

インターネット英語 インターネット英語

メディア英語 メディア英語

ビジネス英語 ビジネス英語

映画・ドラマ英語 映画・ドラマ英語

日本語検定対策講座 日本語検定対策講座

日本語表現技術Ⅳ

総合日本語Ⅰｂ

総合日本語Ⅱａ

日本語研究Ｂ（時事Ⅱ） 日本語研究Ｂ（時事Ⅱ）

日本語表現技術Ⅲ

総合日本語Ⅱａ

総合日本語Ⅱｂ 総合日本語Ⅱｂ

アドバンスト・リーディング アドバンスト・リーディング

アドバンスト・ライティング アドバンスト・ライティング

海外語学研修 海外語学研修（未開講）

外
国
語
目
的
別
科
目

共
通
科
目

英語コミュニケーション基礎
a

外
国
語
目
的
別
科
目

共
通
科
目

英語コミュニケーション基礎
a

英語コミュニケーション基礎
b

英語コミュニケーション応用 英語コミュニケーション応用

アドバンスト・リスニング アドバンスト・リスニング

英語コミュニケーション基礎
b

英語コミュニケーション発展
a

英語コミュニケーション発展
a

英語コミュニケーション発展
b

英語コミュニケーション発展
b

ＴＯＥＩＣ対策講座 ＴＯＥＩＣ対策講座

中国語試験対策講座 中国語試験対策講座

中国語Ia 中国語Ia

中国語Ib 中国語Ib

外
国
語

（
基
礎
科
目

）

共
通
科
目

英語Ⅰａ

外
国
語

（
基
礎
科
目

）

共
通
科
目

英語Ⅰａ

英語Ⅰｂ

フランス語Ia フランス語Ia

フランス語Ib フランス語Ib

朝鮮語Ia 朝鮮語Ia

朝鮮語Ib 朝鮮語Ib

中国語Ⅱa 中国語Ⅱa

中国語Ⅱb 中国語Ⅱb

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

英語Ⅰｂ

英語Ⅱa 英語Ⅱa

英語Ⅱb 英語Ⅱb

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1
1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1
1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 2
1・2・3・4
前

1 1

2前 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2前 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2後 2 2 2後 2 1

3通 2 1 3通 2 1

2・3前 2 2 2・3前 2 1

2・3後 2 1 2・3後 2 1

1・2・3前・
後

1 1
1・2・3前・
後

1 1

1・2・3前・
後

2 1
1・2・3前・
後

2 1

- 8 127 0 3 2 1 　 76 - 8 127 0 5 5 4 90

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

乳幼児期の心理学 2前 2 1 乳幼児期の心理学 2前 2 1

児童期の心理学 2前 2 1 児童期の心理学 2前 2 1

青年期の心理学 2前 2 1 青年期の心理学 2前 2 1

中高年期の心理学 3前 2 1 中高年期の心理学 3前 2 1

心理学基礎論 2･3･4前 2 1 2 心理学基礎論 2･3･4前 2 0 0 1

臨床心理学概論 1前 2 1 臨床心理学概論 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 0 1

カウンセリング理論 1後 2 1 カウンセリング理論 1後 2 1

乳幼児期の心理臨床 2･3後 2 1 乳幼児期の心理臨床 2･3後 2 0 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

中高年期の心理臨床 3･4後 2 1 中高年期の心理臨床 3･4後 2 1

障害者・障害児心理学 3･4前 2 1 障害者・障害児心理学 3･4前 2 1

心理療法 3･4前 2 1 心理療法 3･4前 2 1

3･4後 2 2 3･4後 2 2

心理学入門演習 2前 2 3 1 心理学入門演習 2前 2 2 1 1

人間発達演習 3後 2 6 5 1 人間発達演習 3後 2 6 5 1

発達心理学外書講読 3･4前 2 1 発達心理学外書講読 3･4前 2 1

心理学研究法 3前 2 1 心理学研究法 3前 2 1

心理学統計法 1前 2 1 心理学統計法 1前 2 1

心理学情報処理法 1後 2 1 1 心理学情報処理法 1後 2 1 1 1

心理学実験 1後 2 4 2 心理学実験 1後 2 4 2 1

心理アセスメント入門 2前 2 1 4 1 心理アセスメント入門 2前 2 0 4 1 1

データ解析法 3前･後 2 1 1 データ解析法 3前･後 2 1 1

発達臨床フィールドワーク

研
究
法
・
実
習
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

研
究
法
・
実
習
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

心
理
臨
床
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

心
理
臨
床
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

発達臨床心理学（発達心理
学）

発達臨床心理学（発達心理
学）

児童期から青年期の心理
臨床

児童期から青年期の心理
臨床

発達臨床フィールドワーク

生
涯
発
達
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

心理学概論

生
涯
発
達
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

心理学概論

発達心理学概論（発達心理
学）

発達心理学概論（発達心理
学）

キャリア基礎力Ⅱ キャリア基礎力Ⅱ

インターンシップ短期 インターンシップ短期

インターンシップ長期 インターンシップ長期

キ

ャ
リ
ア
教
育

共
通
科
目

小計（89科目） 小計（89科目）

キ

ャ
リ
ア
教
育

共
通
科
目

キャリア基礎力Ⅰ キャリア基礎力Ⅰ

日
本
語

（
非
母
国
語
者
向

）

共
通
科
目

日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ）
日
本
語

（
非
母
国
語
者
向

）

共
通
科
目

日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ）

キャリアデザイン入門 キャリアデザイン入門

キャリアロールモデル研究

キャリアサポート演習 キャリアサポート演習

キャリアロールモデル研究

企業に学ぶキャリアデザイ
ン

企業に学ぶキャリアデザイ
ン

プロアクティブ人材育成 プロアクティブ人材育成

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

日本語能力試験対策講座
Ⅰ

日本語能力試験対策講座
Ⅰ

日本語集中講座（編入） 日本語集中講座（編入）

日本語能力試験対策講座
Ⅱ

日本語能力試験対策講座
Ⅱ

日本語研究Ｅ（医療・福祉
専門）

日本語研究Ｅ（医療・福祉
専門）

日本語研究Ｆ（人文科学） 日本語研究Ｆ（人文科学）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

心理学実験演習 2･3前･後 2 2 心理学実験演習 2･3前 2 1

調査法 2･3前･後 2 2 1 調査法 2･3前･後 2 2 1 1

面接法 2･3前･後 2 2 面接法 2･3前･後 2 2

観察法 2･3前･後 2 1 1 観察法 2･3前･後 2 0 1 1

心理検査法 2･3前･後 2 1 心理検査法 2･3前･後 2 1

実験計画法 2･3前･後 2 1 実験計画法 2･3前･後 2 2

心理検査法応用 3前 2 1 心理検査法応用 3前 2 1

カウンセリング技法 2後 2 1 カウンセリング技法 2後 2 1

学校カウンセリング 3･4後 2 1 学校カウンセリング 3･4後 2 1

発達支援活動
2･3･4前･
後

2 1 発達支援活動
2･3･4前･
後

2 1

1後 2 1 1後 2 1

1･2･3前 2 1 1･2･3前 2 1

対人関係の心理学 2･3･4前 2 1 対人関係の心理学 2･3･4前 2 1

グループダイナミクス 2･3前 2 1 グループダイナミクス 2･3前 2 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

2･3後 2 1 2･3後 2 1

司法・犯罪心理学 2･3前 2 1 司法・犯罪心理学 2･3前 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

社会行動の心理学 3･4前･後 2 1 1 社会行動の心理学 3･4前･後 2 1 1

キャリア発達心理学 3･4後 2 1 キャリア発達心理学 3･4後 2 1

感情・人格心理学 1･2･3後 2 1 感情・人格心理学 1･2･3後 2 1

心理学リテラシー 1･2前 2 1 心理学リテラシー 1･2前 2 0 1

子どもの発達と環境 1･2･3後 2 1 子どもの発達と環境 1･2･3後 2 1

知覚・認知心理学 2･3･4後 2 1 知覚・認知心理学 2･3･4後 2 1

身体運動の心理学 2･3･4前 2 1 身体運動の心理学 2･3･4前 2 1

2･3･4前 2 1 2･3･4前 2 1

恋愛と結婚の科学 3･4前 2 1 恋愛と結婚の科学 3･4前 2 1

健康・医療心理学 3･4後 2 1 健康・医療心理学 3･4後 2 1

神経・生理心理学 3･4前 2 1 神経・生理心理学 3･4前 2 1

文化と心理学 3･4前 2 1 文化と心理学 3･4前 2 1

臨床現場の心理学 3･4後 2 1 臨床現場の心理学 3･4後 2 1

教育心理学 1･2後 2 1 教育心理学 1･2後 2 1

学習・言語心理学 2･3前 2 1 学習・言語心理学 2･3前 2 1

生徒指導 3･4前 2 1 生徒指導 3･4前 2 1

3･4前 2 1 3･4前 2 1

学校保健Ⅰ 1･2前 2 1 学校保健Ⅰ 1･2前 2 0 1

学校保健Ⅱ 1後 2 1 学校保健Ⅱ 1後 2 0 1

養護概説 2･3前 2 1 養護概説 2･3前 2 0 1

養護教諭実践論 3･4後 2 1 養護教諭実践論 3･4後 2 1

健康相談活動 3･4後 2 1 健康相談活動 3･4後 2 1

福祉心理学 2･3前 2 1 福祉心理学 2･3前 2 1

教
育
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

教
育
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

教育相談(教育・学校心理
学)

教育相談(教育・学校心理
学)

生
活
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

生
活
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

見る・聴く・触れるの科学 見る・聴く・触れるの科学

産業心理学（産業・組織心
理学）

産業心理学（産業・組織心
理学）

職場のメンタルヘルス（産
業・組織心理学）

職場のメンタルヘルス（産
業・組織心理学）

コミュニケーションの心理学 コミュニケーションの心理学

家族心理学（社会・集団・家
族心理学）

家族心理学（社会・集団・家
族心理学）

研
究
法
・
実
習
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

研
究
法
・
実
習
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

社
会
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

社会心理学概論（社会・集
団・家族心理学）

社
会
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

社会心理学概論（社会・集
団・家族心理学）

兼
任
・
兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

栄養学 1前 2 1 栄養学 1前 2 1

免疫学 1･2前 2 1 免疫学 1･2前 2 1

1後 2 1後 2 1

衛生学 1･2･3後 2 衛生学 1･2･3後 2 1

公衆衛生学 2･3前 2 1 1 公衆衛生学 2･3前 2 0 1

解剖生理学特論 2･3前 2 解剖生理学特論 2･3前 2 1

子どもの生活と保健 2･3前 2 1 子どもの生活と保健 2･3前 2 0 1

2･3前 2 1 2･3前 2 1

精神保健 2･3前 2 1 1 精神保健 2･3前 2 1

看護学概論 2･3･4前 2 1 看護学概論 2･3･4前 2 1

看護援助方法 2･3･4後 2 1 1 看護援助方法 2･3･4後 2 1

救急処置活動 2･3･4後 2 1 1 救急処置活動 2･3･4後 2 0 1

家庭の応急手当 2･3･4後 2 1 1 家庭の応急手当 2･3･4後 2 1

小児保健看護学 3･4前 2 1 1 小児保健看護学 3･4前 2 1

臨床看護実習 3･4後 2 1 1 臨床看護実習 3･4後 2 1

関係行政論 2･3前 2 1 関係行政論 2･3前 2 1

公認心理師の職責 1後 2 1 1 公認心理師の職責 1後 2 1

精神疾患とその治療 2･3後 2 1 精神疾患とその治療 2･3後 2 1

心理的アセスメント 3･4後 2 1 心理的アセスメント 3･4後 2 1

心理学的支援法 3･4後 2 1 心理学的支援法 3･4後 2 1

心理演習 4前 2 3 心理演習 4前 2 3

心理実習 4通 2 5 5 40 心理実習 4通 2 5 5

卒
業
研
究

専
門
科
目

卒業研究 4通 4 6 5 1

卒
業
研
究

専
門
科
目

卒業研究 4通 4 6 5 1

46 134 0 6 5 1 　 20 46 134 0 5 5 4 21

- 54 261 0 6 5 1 　 96 - 54 261 0 5 5 4 110

小計（89科目）小計（89科目）

共通科目から必修科目5科目8単位を含めた22単位以上を修得すること。ただし、「女性
を生きる」区分より「キャリアデザインとライフプラン」「リーガルリテラシー」「ジェンダーリ
テラシー」「子育てと環境」「女性と健康」から1科目2単位以上、「社会に生きる」区分より
「グローバル社会」「ネットワーク社会」「共生社会入門」「多様性と倫理」「持続可能な社
会」からから1科目2単位以上、「保健体育」区分から1科目1単位以上、「外国語（基礎科
目）」区分より「海外語学研修」を除いた12科目から1科目1単位以上を修得すること。
専門科目から、必修科目6科目12単位を含めた90単位以上を修得すること。
その他、自由選択科目として、共通科目・自学科専門科目・他学科専門科目から12単
位以上を修得すること。
合計で124単位以上を修得すること。なお、年間の履修上限は原則48単位である。

共通科目から必修科目5科目8単位を含めた22単位以上を修得すること。ただし、「女性
を生きる」区分より「キャリアデザインとライフプラン」「リーガルリテラシー」「ジェンダーリ
テラシー」「子育てと環境」「女性と健康」から1科目2単位以上、「社会に生きる」区分より
「グローバル社会」「ネットワーク社会」「共生社会入門」「多様性と倫理」「持続可能な社
会」から1科目2単位以上、「保健体育」区分から1科目1単位以上、「外国語（基礎科
目）」区分より「海外語学研修」を除いた12科目から1科目1単位以上を修得すること。
専門科目から、必修科目22科目46単位を含めた90単位以上を修得すること。
その他、自由選択科目として、共通科目・自学科専門科目・他学科専門科目から12単
位以上を修得すること。
合計で124単位以上を修得すること。なお、年間の履修上限は原則48単位である。

合計（178科目） 合計（178科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

公
認
心
理
師
関
連
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

公
認
心
理
師
関
連
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

保
健
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

保
健
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

人体の構造と機能及び疾
病

人体の構造と機能及び疾
病

リハビリテーション論 リハビリテーション論

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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【令和２年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 4 5 2

1前 1 2

1･2･3･4後 2 1 9

2･3 前・後 2 2

3･4 前・後 2 2

1・2・3・4
前・後

2 2

2・3・4前・
後

2 6

1・2・3・4
後

2 1 1

2・3・4前・
後

2 1 3

1・2・3・4
前・後

2 0 10

1・2・3・4
前・後

1 1 1

1前・後 2 2

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 4

1前・後 2 2

1･2･3 前･
後

2 1 1

2･3 前･後 2 1

2･3 前･後 2 1

2･3 前･後 2 1

1前・後 2 2

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1前・後 2 1

1･2･3 後 2 1

1･2･3 前･
後

2 1

2･3 前･後 2 1

2･3 前･後 2 1

1・2・3・4
前

1 1 0

1・2・3・4
後

1 1 13

1前 1 3

1・2・3・4
後

1 2

保
健
体
育

共
通
科
目

身体運動Ⅰ

身体運動Ⅱ

情
報
処
理

共
通
科
目

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

社
会
に
生
き
る

共
通
科
目

グローバル社会

ネットワーク社会

共生社会入門

多様性と倫理

持続可能な社会

くらしのなかの日本国憲法

ボランティア論

災害と社会

21世紀型の教育

女
性
を
生
き
る

共
通
科
目

キャリアデザインとライフプ
ラン

リーガルリテラシー

ジェンダーリテラシー

子育てと環境

女性と健康

女性の心と身体

食の科学

歴史のなかの女性

芸術を読みとる

総
合

共
通
科
目

地域で学ぶ

地域と人間生活

人間関係とコミュニケーショ
ン

人間理解ワークショップ

総合科目

自主社会活動

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

共
通
科
目

入門ゼミナール

コミュニケーション演習

読書入門ゼミナール

課題解決ゼミナール

総合ゼミナール

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 4

1後 1 4

2・3・4前 1 1

2・3・4後 1 1

1前 1 2

1後 1 2

2・3・4前 1 2

2・3・4後 1 2

1前 1 2

1後 1 2

1前 1 1

1後 1 1

1・2・3・4
前

1 1

2・3・4前 1 1

2・3・4前 1 1

3・4前 1 1

3・4後 1 1

1・2・3・4
前・後

2 1

1・2・3・4
後

2 2

1・2・3・4
後

2 2

1・2・3・4
後

2 2

2・3・4後 2 1

2・3・4後 2 1

2・3・4後 2 1

2・3・4前 2 1

1・2・3・4
後

2 3

1・2・3・4
前

2 1

1・2・3・4
前

2 1

1前 1 1

1後 1 2

2前 1 1

2後 1 1

3・4前 1 1

3・4後 1 1

1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 2

1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1

日本語表現技術Ⅳ

日本語研究Ａ（時事Ⅰ）

メディア英語

ＴＯＥＩＣ対策講座

中国語試験対策講座

日本語検定対策講座

英語コミュニケーション基礎
a

英語コミュニケーション基礎
b

英語コミュニケーション発展
a

英語コミュニケーション発展
b

英語コミュニケーション応用
（未開講）

日
本
語

（
非
母
国
語
者
向

）

共
通
科
目

総合日本語Ⅰａ

総合日本語Ⅰｂ

総合日本語Ⅱａ

総合日本語Ⅱｂ

総合日本語Ⅲａ

外
国
語
目
的
別
科
目

共
通
科
目

日本語研究Ｂ（時事Ⅱ）

日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ）

アドバンスト・リスニング

アドバンスト・リーディング

アドバンスト・ライティング

ビジネス英語

映画・ドラマ英語

インターネット英語

総合日本語Ⅲｂ

日本語表現技術Ⅰ

日本語表現技術Ⅱ

日本語表現技術Ⅲ

外
国
語

（
基
礎
科
目

）

共
通
科
目

英語Ⅰａ

英語Ⅰｂ

英語Ⅱa

英語Ⅱb

中国語Ia

中国語Ib

中国語Ⅱa

中国語Ⅱb

朝鮮語Ia

朝鮮語Ib

フランス語Ia

フランス語Ib

海外語学研修（未開講）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1

1・2・3・4
前

1 1

1・2・3・4
後

1 1

2・3・4前 1 2

2前 2 1

2後 2 1

2前 2 2

2後 2 2

3通 2 1

2・3前 2 2

2・3後 2 1

1・2・3前・
後

1 1

1・2・3前・
後

2 1

- 8 127 0 6 5 2 76

1前 2 1

1前 2 1

乳幼児期の心理学 2前 2 1

児童期の心理学 2前 2 1

青年期の心理学 2前 2 1

中高年期の心理学 3前 2 1

心理学基礎論 2･3･4前 2 1 2

臨床心理学概論 1前 2 1

2前 2 1

カウンセリング理論 1後 2 1

乳幼児期の心理臨床 2･3後 2 1

2･3後 2 1

中高年期の心理臨床 3･4後 2 1

障害者・障害児心理学 3･4前 2 1

心理療法 3･4前 2 1

3･4後 2 2

心理学入門演習 2前 2 3 1

人間発達演習 3後 2 6 5 1

発達心理学外書講読 3･4前 2 1

心理学研究法 3前 2 1

心理学統計法 1前 2 1

心理学情報処理法 1後 2 1 1

心理学実験 1後 2 3 2

心理アセスメント入門 2前 2 1 4 1

データ解析法 3前･後 2 1 1

小計（89科目）

キ

ャ
リ
ア
教
育

共
通
科
目

研
究
法
・
実
習
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

生
涯
発
達
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

心理学概論

発達心理学概論（発達心理
学）

心
理
臨
床
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

発達臨床心理学（発達心理
学）

児童期から青年期の心理
臨床

発達臨床フィールドワーク

キャリアデザイン入門

キャリアロールモデル研究

企業に学ぶキャリアデザイ
ン

プロアクティブ人材育成

キャリアサポート演習

キャリア基礎力Ⅰ

キャリア基礎力Ⅱ

インターンシップ短期

インターンシップ長期

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

日
本
語

（
非
母
国
語
者
向

）

共
通
科
目

日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ）

日本語研究Ｅ（医療・福祉
専門）

日本語研究Ｆ（人文科学）

日本語能力試験対策講座
Ⅰ

日本語能力試験対策講座
Ⅱ

日本語集中講座（編入）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

心理学実験演習 2･3前･後 2 2

調査法 2･3前･後 2 2 1

面接法 2･3前･後 2 2

観察法 2･3前･後 2 1 1

心理検査法 2･3前･後 2 1

実験計画法 2･3前･後 2 1

心理検査法応用 3前 2 1

カウンセリング技法 2後 2 1

学校カウンセリング 3･4後 2 1

発達支援活動
2･3･4前･
後

2 1

1後 2 1

1･2･3前 2 1

対人関係の心理学 2･3･4前 2 1

グループダイナミクス 2･3前 2 1

2･3前 2 1

2･3後 2 1

司法・犯罪心理学 2･3前 2 1

3･4前 2 1

社会行動の心理学 3･4前･後 2 1 1

キャリア発達心理学 3･4後 2 1

感情・人格心理学 1･2･3後 2 1

1･2前 2 1

子どもの発達と環境 1･2･3後 2 1

知覚・認知心理学 2･3･4後 2 1

身体運動の心理学 2･3･4前 2 1

2･3･4前 2 1

恋愛と結婚の科学 3･4前 2 1

健康・医療心理学 3･4後 2 1

神経・生理心理学 3･4前 2 1

文化と心理学 3･4前 2 1

臨床現場の心理学 3･4後 2 1

教育心理学 1･2後 2 1

学習・言語心理学 2･3前 2 1

生徒指導 3･4前 2 1

3･4前 2 1

学校保健Ⅰ 1･2前 2 1

学校保健Ⅱ 1後 2 1

養護概説 2･3前 2 1

養護教諭実践論 3･4後 2 1

健康相談活動 3･4後 2 1

福祉心理学 2･3前 2 1

生
活
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

心理学リテラシー（未開講）

見る・聴く・触れるの科学

教
育
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

教育相談(教育・学校心理
学)

兼
任
・
兼
担

研
究
法
・
実
習
科
目

心
理
基
盤
科
目

専
門
科
目

社
会
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

社会心理学概論（社会・集
団・家族心理学）

コミュニケーションの心理学

家族心理学（社会・集団・家
族心理学）

産業心理学（産業・組織心
理学）

職場のメンタルヘルス（産
業・組織心理学）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

栄養学 1前 2 1

免疫学 1･2前 2 1

1後 2 1

衛生学 1･2･3後 2 1

公衆衛生学 2･3前 2 1

解剖生理学特論 2･3前 2 1

子どもの生活と保健 2･3前 2 1

2･3前 2 1

精神保健 2･3前 2 1

看護学概論 2･3･4前 2 1

看護援助方法 2･3･4後 2 1

救急処置活動 2･3･4後 2 1

家庭の応急手当 2･3･4後 2 1

小児保健看護学 3･4前 2 1

臨床看護実習 3･4後 2 1

関係行政論 2･3前 2 1

公認心理師の職責 1後 2 1

精神疾患とその治療 2･3後 2 1

心理的アセスメント 3･4後 2 1

心理学的支援法 3･4後 2 1

心理演習 4前 2 3

心理実習 4通 2 5 5

卒
業
研
究

専
門
科
目

卒業研究 4通 4 6 5 1

- 46 134 0 6 5 2 19

- 54 261 0 6 5 2 95

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。
　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。
　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。
　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）
　　　・　専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、
　　　　　「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。

小計（89科目）

公
認
心
理
師
関
連
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

合計（178科目）

卒業要件及び履修方法

共通科目から必修科目5科目8単位を含めた22単位以上を修得すること。ただし、「女性
を生きる」区分より「キャリアデザインとライフプラン」「リーガルリテラシー」「ジェンダーリ
テラシー」「子育てと環境」「女性と健康」から1科目2単位以上、「社会に生きる」区分より
「グローバル社会」「ネットワーク社会」「共生社会入門」「多様性と倫理」「持続可能な社
会」からから1科目2単位以上、「保健体育」区分から1科目1単位以上、「外国語（基礎科
目）」区分より「海外語学研修」を除いた12科目から1科目1単位以上を修得すること。
専門科目から、必修科目6科目12単位を含めた90単位以上を修得すること。
その他、自由選択科目として、共通科目・自学科専門科目・他学科専門科目から12単
位以上を修得すること。
合計で124単位以上を修得すること。なお、年間の履修上限は原則48単位である。

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置
兼
任
・
兼
担

保
健
科
目

領
域
別
科
目

専
門
科
目

人体の構造と機能及び疾
病

リハビリテーション論

科目
区分

授業科目の名称
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【令和２年度】

・ 担当教員変更により、「入門ゼミナール」の教員配置を、「教授3」「准教授2」「講師1」から「教授4」「准教授5」「講師2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「コミュニケーション演習」の配当年次を、「1前・後」から「1前」に変更。

担当教員変更により、「コミュニケーション演習」の教員配置を、「兼任・兼担6」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 担当教員変更により、「読書入門ゼミナール」の教員配置を、「兼任・兼担17」から「准教授1」「兼任・兼担9」に変更。

・ 担当教員変更により、「地域で学ぶ」の教員配置を、「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 開講コマ数に伴う調整により、「総合科目」の教員配置を、「教授1」から「兼任・兼担10」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「女性と健康」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「グローバル社会」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「くらしのなかの日本国憲法」の配当年次を、「1･2･3 前･後」から「1･2･3 後」に変更。

担当教員変更により、「くらしのなかの日本国憲法」の教員配置を「兼任・兼担3」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「身体運動Ⅰ」の教員配置を「教授1」「兼任・兼担1」から「教授1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「身体運動Ⅱ」の教員配置を、「教授1」「兼任・兼担11」から「教授1」「兼任・兼担13」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「情報処理演習Ⅰ」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担3」に変更。

・ 担当教員変更により、「情報処理演習Ⅱ」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「英語Ⅰａ」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担4」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「英語Ⅰｂ」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担4」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「朝鮮語Ia」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「朝鮮語Ib」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「英語コミュニケーション基礎b」の配当年次を、「2・3・4後」から「2・3・4前」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「アドバンスト・ライティング」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「ＴＯＥＩＣ対策講座」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担3」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「日本語検定対策講座」の配当年次を、「1・2・3・4前・後」から「1・2・3・4前」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「総合日本語Ⅰｂ」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「日本語研究Ａ（時事Ⅰ）」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「日本語集中講座（編入）」の配当年次を、「1・2・3・4前」から「2・3・4前」に変更。

・ 担当教員変更により、「心理学実験」の教員配置を、「教授4」「准教授2」から「教授3」「准教授2」に変更。

【令和３年度】

・ 担当教員変更により、「入門ゼミナール」の教員配置を、「教授4」「准教授5」「講師2」から「教授3」「准教授5」「講師4」に変更。

・ 担当教員変更により、「読書入門ゼミナール」の教員配置を、「准教授1」「兼任・兼担9」から「准教授1」「兼任・兼担8」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「課題解決ゼミナール」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担3」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「地域と人間生活」の教員配置を、「兼任・兼担6」から「兼任・兼担10」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「人間理解ワークショップ」の教員配置を、「教授1」「兼任・兼担3」から「教授2」「講師1」「兼任・兼担2」に変更。

教育効果を考慮し、「人間理解ワークショップ」の配当年次を、「2.3.4前後」から「2.3.4後」に変更。

・ 開講コマ数に伴う調整により、「総合科目」の教員配置を、「教授0」「兼任・兼担10」から「教授0」「兼任・兼担14」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「食の科学」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「准教授1」「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「芸術を読みとる」の配当年次を、「2.3前後」から「2.3前」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「身体運動Ⅰ」の教員配置を、「教授1」「兼任・兼担0」から「教授1」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「情報処理演習Ⅰ」の教員配置を、「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 担当教員変更により、「中国語Ⅱa」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「中国語Ⅱｂ」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「英語コミュニケーション基礎a」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「英語コミュニケーション基礎ｂ」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「英語コミュニケーション応用」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

教育効果を考慮し、「英語コミュニケーション応用」の配当年次を、「1.2.3.4前後」から「1.2.3.4後」に変更。

・ 担当教員変更により、「アドバンスト・リーディング」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「映画・ドラマ英語」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

　　　　 　　　　

　　　　 　　　　

（１）－②授業科目表に関する変更内容

15



・ 担当教員変更により、「ＴＯＥＩＣ対策講座」の教員配置を、「兼任・兼担3」から「兼任・兼担2」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「日本語検定対策講座」の教員配置を、「兼任・兼担1」から「兼任・兼担2」に変更。

教育効果を考慮し、「日本語検定対策講座」の配当年次を、「1.2.3.4前」から「1.2.3.4前後」に変更。

・ 担当教員変更により、「総合日本語Ⅰｂ」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「日本語研究Ａ（時事Ⅰ）」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「日本語集中講座（編入）」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

教育効果を考慮し、「日本語集中講座（編入）」の配当年次を、「2.3.4前」から「1.2.3.4前」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「キャリアデザイン入門」の配当年次を、「2前」から「2後」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「キャリアロールモデル研究」の配当年次を、「2後」から「2前」に変更。

・ 担当教員変更により、「プロアクティブ人材育成」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「キャリア基礎力Ⅰ」の教員配置を、「兼任・兼担2」から「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「心理学基礎論」の教員配置を、「教授1」「准教授2」から「教授0」「准教授0」「講師1」に変更。

・ 担当教員変更により、「発達臨床心理学（発達心理学）」の教員配置を、「教授1」から「教授0」「講師1」に変更。

・ 担当教員変更により、「乳幼児期の心理臨床」の教員配置を、「教授1」から「教授0」「講師1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「心理学入門演習」の教員配置を、「教授3」「准教授1」から「教授2」「准教授1」「講師1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「心理学情報処理法」の教員配置を、「准教授1」「兼任・兼担1」から「准教授1」「講師1」「兼任・兼担1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「心理学実験」の教員配置を、「教授3」「准教授2」から「教授4」「准教授2」「講師1」に変更。

・

・ 担当教員変更により、「心理学実験演習」の教員配置を、「教授2」から「教授1」に変更。

教育効果を考慮し、「心理学実験演習」の配当年次を、「2.3前後」から「2.3後」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「調査法」の教員配置を、「教授2」「准教授1」から「教授2」「准教授1」「講師1」に変更。

・ 担当教員変更により、「観察法」の教員配置を、「教授1」「准教授1」から「教授0」「准教授1」「講師1」に変更。

・ 教育効果を考慮し、「実験計画法」の教員配置を、「教授1」から「教授2」に変更。

・ 担当教員変更により、「心理学リテラシー」の教員配置を、「教授1」から「教授0」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「学校保健Ⅰ」の教員配置を、「講師1」から「講師0」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「学校保健Ⅱ」の教員配置を、「講師1」から「講師0」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「養護概説」の教員配置を、「講師1」から「講師0」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「公衆衛生学」の教員配置を、「講師1」から「講師0」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「子どもの生活と保健」の教員配置を、「講師1」から「講師0」「兼任・兼担1」に変更。

・ 担当教員変更により、「救急処置活動」の教員配置を、「講師1」から「講師0」「兼任・兼担1」に変更。

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。
　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。
　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

担当教員変更により、「心理アセスメント入門」の教員配置を、「教授1」「准教授4」「兼任・兼担1」から「教授0」「准教授4」「講師1」「兼任・兼担1」
に変更。

178

[　0　] [　0　] [　　　　] [　0　]

27 151 178 27 151

自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 海外語学研修 1 1・2・3・4前 一般科目 選択

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

178

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

　　　　ください。

海外語学研修は、各国の日本人に対する海外渡航制限の影響もありやむを得ず、令和2年度に引き続き、
令和３年度も未開講とし、学生に新総合教育システム（ユニバーサルパスポート）の掲示板機能を利用
して周知した。

＝ 0.56 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

コロナ禍に伴う海外渡航制限のため。代替措置無し

　　　　ください。
　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

廃止の理由，代替措置の有無

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

該当なし
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備考

大学全体

幼児教育学科
児童教育学科

心理学科
文芸文化学科

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

３　施設・設備の整備状況，経費

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和３年５月１日現在の数値を記入してください。

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

大学全体

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 24,118　　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 24,118　　㎡

運動場用地 　　39,202　　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 　　39,202　　㎡

小　　　計 　　63,320　　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 　　63,320　　㎡

そ　の　他 21,905　　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 21,905　　㎡

合　　　計 85,225　　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 85,225　　㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

30,715　　㎡ ―　　　　㎡ ―　　　　㎡ 30,715　　㎡

（　　30,715　㎡） （　　 ― 　　㎡） （　　 ― 　　㎡） （　　30,715　㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設
学生の修学環境の見直しを行い、
講義室、実験演習室の増、演習室
の減（３）。

学生の修学環境の見直しを行い、
学修施設を増やした。ただし、語
学学習施設は、学内組織の変更に
より2室減となった。（２）

57 室
55 室
53 室

47 室
48 室

29 室
19 室

8 室
7 室

7 室
9 室

（補助職員　―人） （補助職員　―人）

(４) 専任教員研究室

新設学部等の名称 室　　　　　　数

【幼児教育】
新規採用者２名分２室増（３）
【文芸文化】
自己都合退職者１名分1室減
（３）

【幼児教育】
自己都合退職者１名分減（２）

教育人文学部　幼児教育学科
22
20
21

室

教育人文学部　児童教育学科 16 室

教育人文学部　心理学科 13 室

教育人文学部　文芸文化学科
12
13

室

　
新設学部等

の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料 機械・器具 標　　本

学術雑誌、視聴覚資料の増加は新
規購入による。図書の減少は除籍
による。(３）

閲覧席増加のため、資料移設、図
書資料の除籍をおこなったことに
より蔵書冊数は減少した。（２）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

大学全体

189,906〔20,970〕 706 〔207〕　 18 〔4〕　 4,896 15,487 90

（172,591〔20,141〕）
（179,390〔20,333〕）
（181,906〔20,570〕）

（706 〔206〕）
（703 〔206〕）
（706 〔207〕）

（19 〔3〕）
（20 〔4〕）
（18 〔4〕）

（4,566）
（4,442）
(4,416)

（12,630） （72）

計

189,906〔20,970〕 706 〔207〕　 18 〔4〕　 4,896 15,487 90

（172,591〔20,141〕）
（179,390〔20,333〕）
（181,906〔20,570〕）

（706 〔206〕）
（703 〔206〕）
（706 〔207〕）

（19 〔3〕）
（20 〔4〕）
（18 〔4〕）

（4,566）
（4,442）
(4,416)

（12,630） （72）

(６) 図　　書　　館

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

大学全体
1,930 ㎡

391
345

150,722
146,639

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

大学全体
3,253 ㎡ 該 当 な し 該 当 な し

経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分 開設前年度 開設年度 完成年度

大学全体(８) 教 員 １ 人 当 り 研 究 費 等 170千円 170千円 図書購入費 5,000千円 5,000千円 5,000千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 17,000千円 17,000千円 設備購入費 100,000千円 100,000千円 50,000千円

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入　等

1,350千円 1,260千円 1,260千円 1,260千円 ―　千円 ―　千円

1,330千円 1.240千円 1.240千円 1.240千円 ―　千円 ―　千円
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 学生募集
停止学科数

9
平均入学定員超
過率1.3倍以上
の学科等数

2 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

人間生活学部 4 350
３年次

15
350 - 1.06 1.08 令和2 令和2

　健康栄養学科 4 120
３年次

5
120 学士

（栄養学）
1.04 1.06 令和2 令和2

　食物栄養学科 4 120
３年次

10
120 学士

（栄養学）
1.08 1.11 令和2 令和2

　食品開発学科 4 40 - 160 学士
（食品学）

0.86 0.95 令和2 令和2

　人間福祉学科 4 70 - 70 学士
（社会福祉学）

1.14 1.11 令和2 令和2

　　社会福祉・介護福祉コース 4 20 - - 学士
（社会福祉学）

1.42 1.35 令和2 令和2

　　社会福祉・保育コース 4 50 - - 学士
（社会福祉学）

1.04 1.02 令和2 令和2

教育人文学部 4 440
３年次

5
440 - 1.10 1.02 令和2 令和2

　幼児教育学科 4 170 - 170 学士
（教育学）

0.93 0.85 令和2 令和2

　児童教育学科 4 80 - 80 学士
（教育学）

0.94 0.80 令和2 令和2

　心理学科 4 120 - 120 学士
（心理学）

1.30 1.33 令和2 令和2

　文芸文化学科 4 70
３年次

5
70 学士

（文学）
1.30 1.17 令和2 令和2

社会情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学部 4 130
３年次

5
130 - 1.06 0.80 令和2 令和2

　社会情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 4 130
３年次

5
130 学士

（社会学）
1.06 0.80 令和2 令和2

（旧）人間生活学部 4 - - - - - - - 平成23

　幼児教育学科 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 平成23

　児童教育学科 4 - - - 学士
（教育学）

- - - 平成23

　人間発達心理学科 4 - - - 学士
（心理学）

- - - 平成23

　人間福祉学科 4 - - - 学士
（社会福祉学）

- - - 平成27

　　社会福祉・介護福祉コース 4 - - - 学士
（社会福祉学）

- - - 平成27

　　社会福祉・保育コース　　 4 - - - 学士
（社会福祉学）

- - - 平成27

　健康栄養学科 4 - - - 学士
（栄養学）

- - - 平成27

　食物栄養学科 4 - - - 学士
（栄養学）

- - - 平成23

　文芸文化学科 4 - - - 学士
（文学）

- - - 平成27

　生活情報学科 4 - - - 学士
（社会情報学）

- - - 平成23

　ﾒﾃﾞｨｱｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4 - - - 学士
（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学）

- - - 平成23

大学全体 - 920 25 920 - - - - -

人間生活学研究科 - -

　食物栄養学専攻
　（博士後期課程）

3 2 - 6 博士
（栄養学）

1.50 1.00 - 平成28

　食物栄養学専攻
　（修士課程）

2 5 - 10 修士
（栄養学）

0.40 0.00 - 平成22

研究科全体 - 7 - 16 - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。なお、調査対象の学科等が設置されている大学から順に記載してください

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和３年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

埼玉県新座市菅
沢2丁目1番28号

（旧）人間生活
学部
令和2年度より学
生募集停止

埼玉県新座市菅
沢2丁目1番28号

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

平均入学
定員

超過率

令和3年度
入学定員
超過率

十文字学園女子大学

学位又
は称号

開設
年度

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

所　在　地
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【認可時又は届出時】 【令和２年度】 【令和３年度】

入門ゼミナール
人間関係とコミュニケーション
総合科目
自主社会活動
インターンシップ短期
インターンシップ長期
発達臨床フィールドワーク
心理学入門演習
人間発達演習
心理学統計法
心理学実験
調査法
発達支援活動
コミュニケーションの心理学
教育心理学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
人間関係とコミュニケーション
総合科目
自主社会活動
インターンシップ短期
インターンシップ長期
発達臨床フィールドワーク
心理学入門演習
人間発達演習
心理学統計法
心理学実験
調査法
発達支援活動
コミュニケーションの心理学
教育心理学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
人間関係とコミュニケーション
総合科目
自主社会活動
インターンシップ短期
インターンシップ長期
発達臨床フィールドワーク
心理学入門演習
人間発達演習
心理学統計法
心理学実験
調査法
発達支援活動
コミュニケーションの心理学
教育心理学
心理実習
卒業研究

専 教授

ﾜﾀｲ　ﾏｻﾔｽ
綿井　雅康

＜令和2年4月＞
教育学修士

専 教授

ﾜﾀｲ　ﾏｻﾔｽ
綿井　雅康

＜令和2年4月＞
教育学修士

専 教授

ﾜﾀｲ　ﾏｻﾔｽ
綿井　雅康

＜令和2年4月＞
教育学修士

入門ゼミナール
人間理解ワークショップ
女性の心と身体
キャリアデザイン入門
人間発達演習
心理学リテラシー
リハビリテーション論
看護学概論
看護援助方法
家庭の応急手当
小児保健看護学
臨床看護実習
卒業研究

入門ゼミナール
人間理解ワークショップ
女性の心と身体
人間発達演習
心理学リテラシー
リハビリテーション論
看護学概論
看護援助方法
家庭の応急手当
小児保健看護学
臨床看護実習
卒業研究

入門ゼミナール
人間理解ワークショップ
女性の心と身体
人間発達演習
心理学リテラシー
リハビリテーション論
看護学概論
看護援助方法
家庭の応急手当
小児保健看護学
臨床看護実習
卒業研究

専 教授

ﾌｾ　ﾊﾙﾐ
布施　晴美

＜令和2年4月＞
修士（リハビリテーション）

専 教授

ﾌｾ　ﾊﾙﾐ
布施　晴美

＜令和2年4月＞
修士（リハビリテーション）

専 教授

ﾌｾ　ﾊﾙﾐ
布施　晴美

＜令和2年4月＞
修士（リハビリテーション）

入門ゼミナール
身体運動Ⅰ
身体運動Ⅱ
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学研究法
心理学実験
心理学実験演習
実験計画法
身体運動の心理学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
身体運動Ⅰ
身体運動Ⅱ
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学研究法
心理学実験
心理学実験演習
実験計画法
身体運動の心理学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
身体運動Ⅰ
身体運動Ⅱ
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学研究法
心理学実験
心理学実験演習
実験計画法
身体運動の心理学
心理実習
卒業研究

専 教授

ﾋﾗﾀ　ﾁｱｷ
平田　智秋

＜令和2年4月＞
博士（体育科学）

専 教授

ﾋﾗﾀ　ﾁｱｷ
平田　智秋

＜令和2年4月＞
博士（体育科学）

専 教授

ﾋﾗﾀ　ﾁｱｷ
平田　智秋

＜令和2年4月＞
博士（体育科学）

入門ゼミナール
青年期の心理学
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学実験
データ解析法
調査法
社会心理学概論（社会・集団・
家族心理学）
グループダイナミクス
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
青年期の心理学
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学実験
データ解析法
調査法
社会心理学概論（社会・集団・
家族心理学）
グループダイナミクス
心理実習
卒業研究
自主社会活動

入門ゼミナール
青年期の心理学
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学実験
データ解析法
調査法
社会心理学概論（社会・集団・
家族心理学）
グループダイナミクス
心理実習
卒業研究
自主社会活動

専 教授

ｶｻﾞﾏ　ﾌﾐｱｷ
風間　文明

＜令和2年4月＞
修士（心理学）

専 教授

ｶｻﾞﾏ　ﾌﾐｱｷ
風間　文明

＜令和2年4月＞
修士（心理学）

専 教授

ｶｻﾞﾏ　ﾌﾐｱｷ
風間　文明

＜令和2年4月＞
修士（心理学）

担当授業科目名

入門ゼミナール
心理学概論
心理学基礎論※
心理学入門演習
人間発達演習
心理学実験
心理学実験演習
実験計画法
知覚・認知心理学
神経・生理心理学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学概論
心理学基礎論※
心理学入門演習
人間発達演習
心理学実験
心理学実験演習
実験計画法
知覚・認知心理学
神経・生理心理学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学概論
心理学基礎論※
心理学入門演習
人間発達演習
心理学実験
心理学実験演習
実験計画法
知覚・認知心理学
神経・生理心理学
心理実習
卒業研究

専 教授

ｲｹﾀﾞ　ﾏｻﾐ
池田　まさみ

＜令和2年4月＞
博士（学術）

専 教授

ｲｹﾀﾞ　ﾏｻﾐ
池田　まさみ

＜令和2年4月＞
博士（学術）

専 教授

ｲｹﾀﾞ　ﾏｻﾐ
池田　まさみ

＜令和2年4月＞
博士（学術）

入門ゼミナール
心理学基礎論※
発達臨床心理学（発達心理学）
乳幼児期の心理臨床
障害者・障害児心理学
発達臨床フィールドワーク
心理学入門演習
人間発達演習
心理アセスメント入門
観察法
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
発達臨床心理学（発達心理学）
乳幼児期の心理臨床
障害者・障害児心理学
発達臨床フィールドワーク
心理学入門演習
人間発達演習
心理アセスメント入門
観察法
心理実習
卒業研究

専 教授

ｲﾄｳ　ｹｲｺ
伊藤　恵子

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

専 教授

ｲﾄｳ　ｹｲｺ
伊藤　恵子

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

５　教員組織の状況

＜教育人文学部　心理学科＞

（１）ー① 担当教員表

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

入門ゼミナール
人間発達演習
学校保健Ⅰ
学校保健Ⅱ
養護概説
養護教諭実践論
公衆衛生学
子どもの生活と保健
救急処置活動
卒業研究

入門ゼミナール
人間発達演習
学校保健Ⅰ
学校保健Ⅱ
養護概説
養護教諭実践論
公衆衛生学
子どもの生活と保健
救急処置活動
卒業研究

入門ゼミナール
人間発達演習
学校保健Ⅰ
学校保健Ⅱ
養護概説
養護教諭実践論
公衆衛生学
子どもの生活と保健
救急処置活動
卒業研究

専 講師

ｽｽﾞｷ　ﾏｻｺ
鈴木　雅子

＜令和2年4月＞
修士（公衆衛生学）

専 講師

ｽｽﾞｷ　ﾏｻｺ
鈴木　雅子

＜令和2年4月＞
修士（公衆衛生学）

専 講師

ｽｽﾞｷ　ﾏｻｺ
鈴木　雅子

＜令和2年4月＞
修士（公衆衛生学）

入門ゼミナール
学校保健Ⅰ
学校保健Ⅱ

入門ゼミナール
学校保健Ⅰ
学校保健Ⅱ

専 講師

ｵｶﾔﾏ　ﾑﾂﾐ
岡山　睦美

＜令和2年4月＞
修士（人間科学）

専 講師

ｵｶﾔﾏ　ﾑﾂﾐ
岡山　睦美

＜令和2年4月＞
修士（人間科学）

入門ゼミナール
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学情報処理法
心理学実験
調査法
対人関係の心理学
社会行動の心理学【隔年】
恋愛と結婚の科学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学情報処理法
心理学実験
調査法
対人関係の心理学
社会行動の心理学【隔年】
恋愛と結婚の科学
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
人間発達演習
心理学情報処理法
心理学実験
調査法
対人関係の心理学
社会行動の心理学【隔年】
恋愛と結婚の科学
心理実習
卒業研究

専
准教
授

ﾔﾏｼﾀ　ﾄﾓﾐ
山下　倫実

＜令和2年4月＞
博士（学術）

専
准教
授

ﾔﾏｼﾀ　ﾄﾓﾐ
山下　倫実

＜令和2年4月＞
博士（学術）

専
准教
授

ﾔﾏｼﾀ　ﾄﾓﾐ
山下　倫実

＜令和2年4月＞
博士（学術）

入門ゼミナール
心理学基礎論※
臨床心理学概論
心理学入門演習
人間発達演習
心理アセスメント入門
面接法
臨床現場の心理学
生徒指導
公認心理師の職責
心理学的支援法
心理演習
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
臨床心理学概論
心理学入門演習
人間発達演習
心理アセスメント入門
面接法
臨床現場の心理学
生徒指導
公認心理師の職責
心理学的支援法
心理演習
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
臨床心理学概論
心理学入門演習
人間発達演習
心理アセスメント入門
面接法
臨床現場の心理学
生徒指導
公認心理師の職責
心理学的支援法
心理演習
心理実習
卒業研究
キャリアデザイン入門

専
准教
授

ﾅｶﾞｻｸ　ﾐﾉﾙ
永作　稔

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専
准教
授

ﾅｶﾞｻｸ　ﾐﾉﾙ
永作　稔

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

専
准教
授

ﾅｶﾞｻｸ　ﾐﾉﾙ
永作　稔

＜令和2年4月＞
博士（心理学）

入門ゼミナール
心理学基礎論※
カウンセリング理論
人間発達演習
心理アセスメント入門
心理検査法
カウンセリング技法
文化と心理学
精神保健
心理演習
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
カウンセリング理論
人間発達演習
心理アセスメント入門
心理検査法
カウンセリング技法
文化と心理学
精神保健
心理演習
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
心理学基礎論※
カウンセリング理論
人間発達演習
心理アセスメント入門
心理検査法
カウンセリング技法
文化と心理学
精神保健
心理演習
心理実習
卒業研究

専
准教
授

ﾄｳﾊﾀ　ｶｲﾄ
東畑　開人

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

専
准教
授

ﾄｳﾊﾀ　ｶｲﾄ
東畑　開人

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

専
准教
授

ﾄｳﾊﾀ　ｶｲﾄ
東畑　開人

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

入門ゼミナール
児童期の心理学
心理学基礎論※
児童期から青年期の心理臨床
人間発達演習
心理アセスメント入門
面接法
学校カウンセリング
教育相談(教育・学校心理学)
心理的アセスメント
心理演習
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
児童期の心理学
心理学基礎論※
児童期から青年期の心理臨床
人間発達演習
心理アセスメント入門
面接法
学校カウンセリング
教育相談(教育・学校心理学)
心理的アセスメント
心理演習
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
児童期の心理学
心理学基礎論※
児童期から青年期の心理臨床
人間発達演習
心理アセスメント入門
面接法
学校カウンセリング
教育相談(教育・学校心理学)
心理的アセスメント
心理演習
心理実習
卒業研究

専
准教
授

ｶﾄｳ（ｽｷﾞﾓﾄ）ｱｷｺ
加藤（杉本）陽子

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

専
准教
授

ｶﾄｳ（ｽｷﾞﾓﾄ）ｱｷｺ
加藤（杉本）陽子

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

専
准教
授

ｶﾄｳ（ｽｷﾞﾓﾄ）ｱｷｺ
加藤（杉本）陽子

＜令和2年4月＞
博士（人間科学）

入門ゼミナール
発達心理学概論（発達心理学）
乳幼児期の心理学
心理学基礎論※
人間発達演習
発達心理学外書講読
心理学実験
心理アセスメント入門
観察法
子どもの発達と環境
心理実習
卒業研究

入門ゼミナール
発達心理学概論（発達心理学）
乳幼児期の心理学
心理学基礎論※
人間発達演習
発達心理学外書講読
心理学実験
心理アセスメント入門
観察法
子どもの発達と環境
心理実習
卒業研究
読書入門ゼミナール

入門ゼミナール
発達心理学概論（発達心理学）
乳幼児期の心理学
心理学基礎論※
人間発達演習
発達心理学外書講読
心理学実験
心理アセスメント入門
観察法
子どもの発達と環境
心理実習
卒業研究
読書入門ゼミナール

専
准教
授

ｲｼﾀﾞ（ｲﾏﾑﾗ）ﾕｳﾘ
石田（今村）有理

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）

専
准教
授

ｲｼﾀﾞ（ｲﾏﾑﾗ）ﾕｳﾘ
石田（今村）有理

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）

専
准教
授

ｲｼﾀﾞ（ｲﾏﾑﾗ）ﾕｳﾘ
石田（今村）有理

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

ジェンダーリテラシー
くらしのなかの日本国憲法

ジェンダーリテラシー
くらしのなかの日本国憲法

ジェンダーリテラシー
くらしのなかの日本国憲法

兼担 教授

ｶﾀｲｷﾞ　ﾋﾃﾞﾄ
片居木　英人

＜令和2年4月＞
政治学修士兼担 教授

ｶﾀｲｷﾞ　ﾋﾃﾞﾄ
片居木　英人

＜令和2年4月＞
政治学修士 兼担 教授

ｶﾀｲｷﾞ　ﾋﾃﾞﾄ
片居木　英人

＜令和2年4月＞
政治学修士

キャリアデザインとライフプラ
ン

キャリアデザインとライフプラ
ン

キャリアデザインとライフプラ
ン

兼担 教授

ｵｵﾄﾓ　ﾕｷｺ
大友　由紀子

＜令和2年4月＞
文学修士兼担 教授

ｵｵﾄﾓ　ﾕｷｺ
大友　由紀子

＜令和2年4月＞
文学修士 兼担 教授

ｵｵﾄﾓ　ﾕｷｺ
大友　由紀子

＜令和2年4月＞
文学修士

総合科目
兼担 教授

ｵｵｸﾗ　ﾃﾂﾔ
大倉　哲也

＜令和3年4月＞
農学博士

総合科目
身体運動Ⅱ

総合科目
身体運動Ⅱ

兼担 教授

ｲｼﾔﾏ　ﾀｶﾕｷ
石山　隆之

＜令和2年4月＞
修士（ｽﾎﾟｰﾂ科学）

兼担 教授

ｲｼﾔﾏ　ﾀｶﾕｷ
石山　隆之

＜令和2年4月＞
修士（ｽﾎﾟｰﾂ科学）

地域で学ぶ
企業に学ぶキャリアデザイン
プロアクティブ人材育成

地域で学ぶ
企業に学ぶキャリアデザイン
プロアクティブ人材育成

地域で学ぶ
企業に学ぶキャリアデザイン
プロアクティブ人材育成

兼担 教授

ｲｼﾉ　ｴｲｲﾁ
石野　榮一

＜令和2年4月＞
法学士兼担 教授

ｲｼﾉ　ｴｲｲﾁ
石野　榮一

＜令和2年4月＞
法学士 兼担 教授

ｲｼﾉ　ｴｲｲﾁ
石野　榮一

＜令和2年4月＞
法学士

読書入門ゼミナール
中国語Ⅰa
中国語Ⅰb
中国語Ⅱa
中国語Ⅱb
海外語学研修
中国語試験対策講座

読書入門ゼミナール
中国語Ⅰa
中国語Ⅰb
中国語Ⅱa
中国語Ⅱb
海外語学研修
中国語試験対策講座

読書入門ゼミナール
中国語Ⅰa
中国語Ⅰb
中国語Ⅱa
中国語Ⅱb
海外語学研修
中国語試験対策講座

兼担 教授

ｲｹﾏ　ﾘﾖｺ
池間　里代子

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担 教授

ｲｹﾏ　ﾘﾖｺ
池間　里代子

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担 教授

ｲｹﾏ　ﾘﾖｺ
池間　里代子

＜令和2年4月＞
文学修士

地域と人間生活 地域と人間生活 地域と人間生活兼担 教授

ｲｹｶﾞﾜ　ｼｹﾞｷ
池川　繁樹

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

ｲｹｶﾞﾜ　ｼｹﾞｷ
池川　繁樹

＜令和3年4月＞
博士（医学）

兼担 教授

ｲｹｶﾞﾜ　ｼｹﾞｷ
池川　繁樹

＜令和3年4月＞
博士（医学）

女性の心と身体
身体運動Ⅱ

女性の心と身体
身体運動Ⅱ

女性の心と身体
身体運動Ⅱ
地域と人間生活

兼担 教授

ｲｲﾀﾞ　ﾛｶ
飯田　路佳

＜令和2年4月＞
修士（体育学）

兼担 教授

ｲｲﾀﾞ　ﾛｶ
飯田　路佳

＜令和2年4月＞
修士（体育学）

兼担 教授

ｲｲﾀﾞ　ﾛｶ
飯田　路佳

＜令和2年4月＞
修士（体育学）

コミュニケーション演習
総合ゼミナール
キャリアサポート演習

コミュニケーション演習
総合ゼミナール
キャリアサポート演習

コミュニケーション演習
総合ゼミナール
キャリアサポート演習

兼担 教授

ｱﾀﾞﾁ　ｶｽﾞﾋｻ
安達　一寿

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

ｱﾀﾞﾁ　ｶｽﾞﾋｻ
安達　一寿

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

兼担 教授

ｱﾀﾞﾁ　ｶｽﾞﾋｻ
安達　一寿

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

入門ゼミナール
人間理解ワークショップ
心理学基礎論
心理学情報処理法
心理学実験
調査法
心理学リテラシー

専 講師

ﾏｽﾀﾞ　ｻﾔｺ
増田　早哉子

＜令和3年4月＞
博士（心理学）

入門ゼミナール
発達臨床心理学（発達心理学）
乳幼児期の心理臨床
心理学入門演習
心理アセスメント入門
観察法

専 講師

ﾀｹﾀﾞ　ﾐｽﾞﾎ
武田　瑞穂

＜令和3年4月＞
博士（障害科学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病

兼担 教授

ﾀｹｼﾏ　ｼﾝﾉｽｹ
竹嶋　伸之輔

＜令和2年4月＞
博士（農学）兼担 教授

ﾀｹｼﾏ　ｼﾝﾉｽｹ
竹嶋　伸之輔

＜令和2年4月＞
博士（農学） 兼担 教授

ﾀｹｼﾏ　ｼﾝﾉｽｹ
竹嶋　伸之輔

＜令和2年4月＞
博士（農学）

キャリア基礎力Ⅰ キャリア基礎力Ⅰ キャリア基礎力Ⅰ

兼担 教授

ﾀｸﾗ　ｱｷﾗ
田倉　昭

＜令和3年4月＞
博士（理学）兼担 教授

ﾀｸﾗ　ｱｷﾗ
田倉　昭

＜令和3年4月＞
博士（理学） 兼担 教授

ﾀｸﾗ　ｱｷﾗ
田倉　昭

＜令和3年4月＞
博士（理学）

地域と人間生活 地域と人間生活 地域と人間生活
兼担

特任
教授

ﾀｶﾔ　ｶｽﾞﾅﾘ
髙谷　和成

＜令和3年4月＞
農学士

兼担
特任
教授

ﾀｶﾔ　ｶｽﾞﾅﾘ
髙谷　和成

＜令和3年4月＞
農学士

兼担
特任
教授

ﾀｶﾔ　ｶｽﾞﾅﾘ
髙谷　和成

＜令和3年4月＞
農学士

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼担 教授

ｽｽﾞｷ　ﾔｽﾋﾛ
鈴木　康弘

＜令和2年4月＞
修士（教育学）兼担 教授

ｽｽﾞｷ　ﾔｽﾋﾛ
鈴木　康弘

＜令和2年4月＞
修士（教育学） 兼担 教授

ｽｽﾞｷ　ﾔｽﾋﾛ
鈴木　康弘

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

課題解決ゼミナール 総合科目 課題解決ゼミナール
総合科目

兼担 教授

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾖｳｺ
杉元　葉子

＜令和2年4月＞
工学修士兼担 教授

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾖｳｺ
杉元　葉子

＜令和3年4月＞
工学修士 兼担 教授

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾖｳｺ
杉元　葉子

＜令和2年4月＞
工学修士

コミュニケーション演習
英語コミュニケーション基礎a
英語コミュニケーション基礎b
英語コミュニケーション発展a
英語コミュニケーション発展b
ビジネス英語

コミュニケーション演習
英語コミュニケーション基礎a
英語コミュニケーション基礎b
英語コミュニケーション発展a
英語コミュニケーション発展b
ビジネス英語
英語Ⅰa
英語Ⅰb
アドバンスト・ライティング

兼担 教授

ｼｰﾗ　ｸﾘﾌ
sheila Cliffe

＜令和2年4月＞
Ph.D（英国）

兼担 教授

ｼｰﾗ　ｸﾘﾌ
sheila Cliffe

＜令和2年4月＞
Ph.D（英国）

コミュニケーション演習
英語Ⅰａ
英語Ⅰｂ
アドバンスト・リスニング
映画・ドラマ英語
ＴＯＥＩＣ対策講座

コミュニケーション演習
英語Ⅰａ
英語Ⅰｂ
アドバンスト・リスニング
映画・ドラマ英語
ＴＯＥＩＣ対策講座
アドバンスト・リーディング

コミュニケーション演習
英語Ⅰａ
英語Ⅰｂ
アドバンスト・リスニング
映画・ドラマ英語
ＴＯＥＩＣ対策講座
アドバンスト・リーディング

兼担 教授

ｼﾀﾗ（ﾏﾂｵ）ﾕｳｺ
設楽（松尾）優子

＜令和2年4月＞
修士（文学）

兼担 教授

ｼﾀﾗ（ﾏﾂｵ）ﾕｳｺ
設楽（松尾）優子

＜令和2年4月＞
修士（文学）

兼担 教授

ｼﾀﾗ（ﾏﾂｵ）ﾕｳｺ
設楽（松尾）優子

＜令和2年4月＞
修士（文学）

ボランティア論 ボランティア論 ボランティア論
兼担 教授

ｻﾄｳ　ｱｷﾗ
佐藤　陽

＜令和2年4月＞
修士（社会福祉学）兼担 教授

ｻﾄｳ　ｱｷﾗ
佐藤　陽

＜令和2年4月＞
修士（社会福祉学） 兼担 教授

ｻﾄｳ　ｱｷﾗ
佐藤　陽

＜令和2年4月＞
修士（社会福祉学）

人間理解ワークショップ
兼担 教授

ｻｲﾄｳ　ｼﾉﾌﾞ
齋藤　忍

＜令和3年4月＞
教育学修士

コミュニケーション演習
英語コミュニケーション応用
アドバンスト・リスニング

コミュニケーション演習
英語コミュニケーション応用
アドバンスト・リスニング

コミュニケーション演習
英語コミュニケーション応用
アドバンスト・リスニング
英語コミュニケーション基礎a
英語コミュニケーション基礎b

兼担 教授

ｺｳｺﾞ（ﾀﾅｶ）ﾄﾓﾐ
向後（田中）朋美

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担 教授

ｺｳｺﾞ（ﾀﾅｶ）ﾄﾓﾐ
向後（田中）朋美

＜令和2年4月＞
文学修士

兼担 教授

ｺｳｺﾞ（ﾀﾅｶ）ﾄﾓﾐ
向後（田中）朋美

＜令和2年4月＞
文学修士

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

兼担 教授

ｷﾀﾊﾗ　ｼｭﾝｲﾁ
北原　俊一

＜令和2年4月＞
博士（理学）兼担 教授

ｷﾀﾊﾗ　ｼｭﾝｲﾁ
北原　俊一

＜令和2年4月＞
博士（理学） 兼担 教授

ｷﾀﾊﾗ　ｼｭﾝｲﾁ
北原　俊一

＜令和2年4月＞
博士（理学）

読書入門ゼミナール
地域で学ぶ
21世紀型の教育

読書入門ゼミナール
地域で学ぶ
21世紀型の教育
総合科目
　

読書入門ゼミナール
地域で学ぶ
21世紀型の教育
総合科目
　

兼担 教授

ｶﾘﾉ　ｺｳｼﾞ
狩野　浩二

＜令和2年4月＞
修士（教育学）兼担 教授

ｶﾘﾉ　ｺｳｼﾞ
狩野　浩二

＜令和2年4月＞
修士（教育学） 兼担 教授

ｶﾘﾉ　ｺｳｼﾞ
狩野　浩二

＜令和2年4月＞
修士（教育学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

人間理解ワークショップ
自主社会活動
キャリアロールモデル研究
企業に学ぶキャリアデザイン
プロアクティブ人材育成

人間理解ワークショップ
自主社会活動
キャリアロールモデル研究
企業に学ぶキャリアデザイン
プロアクティブ人材育成

人間理解ワークショップ
自主社会活動
キャリアロールモデル研究
企業に学ぶキャリアデザイン
プロアクティブ人材育成

兼担 教授

ﾏﾂﾅｶﾞ　ｼｭｳｲﾁ
松永　修一

＜令和2年4月＞
修士（文学）

兼担 教授

ﾏﾂﾅｶﾞ　ｼｭｳｲﾁ
松永　修一

＜令和2年4月＞
修士（文学）

兼担 教授

ﾏﾂﾅｶﾞ　ｼｭｳｲﾁ
松永　修一

＜令和2年4月＞
修士（文学）

コミュニケーション演習 コミュニケーション演習 コミュニケーション演習

兼担 教授

ﾏﾂｵｶ　ﾀｶｱｷ
松岡　敬明

＜令和2年4月＞
文学士兼担 教授

ﾏﾂｵｶ　ﾀｶｱｷ
松岡　敬明

＜令和2年4月＞
文学士 兼担 教授

ﾏﾂｵｶ　ﾀｶｱｷ
松岡　敬明

＜令和2年4月＞
文学士

人間理解ワークショップ

兼担 教授

ﾎｿﾔ　ﾀﾀﾞｼ
細谷　忠司

＜令和3年4月＞
教育学修士

地域で学ぶ 地域で学ぶ
総合科目

地域で学ぶ
総合科目

兼担 教授

ﾎｼﾉ　ｱﾂｺ
星野　敦子

＜令和2年4月＞
博士（学術）兼担 教授

ﾎｼﾉ　ｱﾂｺ
星野　敦子

＜令和2年4月＞
博士（学術） 兼担 教授

ﾎｼﾉ　ｱﾂｺ
星野　敦子

＜令和2年4月＞
博士（学術）

英語Ⅰa
英語Ⅰb

英語Ⅰa
英語Ⅰb

兼担 教授

ﾌｸﾀﾞ　ﾋﾄｼ
福田　仁

＜令和2年4月＞
英語学修士兼担 教授

ﾌｸﾀﾞ　ﾋﾄｼ
福田　仁

＜令和2年4月＞
英語学修士

読書入門ゼミナール
芸術を読みとる

読書入門ゼミナール
芸術を読みとる

読書入門ゼミナール
芸術を読みとる

兼担 教授

ﾋｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾀｶ
樋口　一貴

＜令和2年4月＞
修士（美学）兼担 教授

ﾋｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾀｶ
樋口　一貴

＜令和2年4月＞
修士（美学） 兼担 教授

ﾋｸﾞﾁ　ｶｽﾞﾀｶ
樋口　一貴

＜令和2年4月＞
修士（美学）

課題解決ゼミナール
総合科目
21世紀型の教育

兼担 教授

ﾊﾀﾞ　ｸﾆﾋﾛ
羽田　邦弘

＜令和3年4月＞
修士（教授システム学）

総合科目 総合科目
兼担 教授

ﾅｸﾞﾗ　ﾋﾃﾞｺ
名倉 秀子

＜令和2年4月＞
博士（学術）兼担 教授

ﾅｸﾞﾗ　ﾋﾃﾞｺ
名倉 秀子

＜令和2年4月＞
博士（学術）

子育てと環境 子育てと環境 子育てと環境
兼担 教授

ﾅｶﾞﾀ（ｽｽﾞｷ）ﾐｽﾞｴ
長田（鈴木）瑞恵

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）兼担 教授

ﾅｶﾞﾀ（ｽｽﾞｷ）ﾐｽﾞｴ
長田（鈴木）瑞恵

＜令和2年4月＞
博士（人文科学） 兼担 教授

ﾅｶﾞﾀ（ｽｽﾞｷ）ﾐｽﾞｴ
長田（鈴木）瑞恵

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）

読書入門ゼミナール
情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

読書入門ゼミナール
情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

読書入門ゼミナール
情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ

兼担 教授

ﾂﾉﾀﾞ　ｼﾝｼﾞ
角田　真二

＜令和2年4月＞
工学修士兼担 教授

ﾂﾉﾀﾞ　ｼﾝｼﾞ
角田　真二

＜令和2年4月＞
工学修士 兼担 教授

ﾂﾉﾀﾞ　ｼﾝｼﾞ
角田　真二

＜令和2年4月＞
工学修士

持続可能な社会 持続可能な社会 持続可能な社会
兼担 教授

ﾀﾌﾞｻ　ｹｲｺ
田総　恵子

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosophy（米国)兼担 教授

ﾀﾌﾞｻ　ｹｲｺ
田総　恵子

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosophy（米国) 兼担 教授

ﾀﾌﾞｻ　ｹｲｺ
田総　恵子

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosophy（米国)

読書入門ゼミナール
キャリア基礎力Ⅱ

読書入門ゼミナール
キャリア基礎力Ⅱ

読書入門ゼミナール
キャリア基礎力Ⅱ
キャリア基礎力Ⅰ

兼担 教授

ﾀﾅﾔ　ﾕｳｲﾁ
棚谷　祐一

＜令和2年4月＞
芸術学修士兼担 教授

ﾀﾅﾔ　ﾕｳｲﾁ
棚谷　祐一

＜令和2年4月＞
芸術学修士 兼担 教授

ﾀﾅﾔ　ﾕｳｲﾁ
棚谷　祐一

＜令和2年4月＞
芸術学修士

コミュニケーション演習 コミュニケーション演習
英語コミュニケーション基礎a
英語コミュニケーション基礎b
英語コミュニケーション応用

兼担
特任
教授

ﾀｹﾉｳﾁ　ｵｻﾑ
竹之内　修

＜令和2年4月＞
文学士

兼担
特任
教授

ﾀｹﾉｳﾁ　ｵｻﾑ
竹之内　修

＜令和2年4月＞
文学士
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

読書入門ゼミナール
くらしのなかの日本国憲法

読書入門ゼミナール
くらしのなかの日本国憲法

読書入門ゼミナール
くらしのなかの日本国憲法

兼担
准教
授

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾋﾃﾞﾄｼ
川口　英俊

＜令和2年4月＞
修士（法学）兼担

准教
授

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾋﾃﾞﾄｼ
川口　英俊

＜令和2年4月＞
修士（法学） 兼担

准教
授

ｶﾜｸﾞﾁ　ﾋﾃﾞﾄｼ
川口　英俊

＜令和2年4月＞
修士（法学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担

准教
授

ｶﾄｳ　ﾘｮｳｽｹ
加藤　亮介

＜令和2年4月＞
博士（芸術学） 兼担

准教
授

ｶﾄｳ　ﾘｮｳｽｹ
加藤　亮介

＜令和2年4月＞
博士（芸術学）

課題解決ゼミナール
兼担

准教
授

ｶﾄｳ　ｱｷｺ
加藤　暁子

＜令和3年4月＞
修士（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学）

食の科学 食の科学 食の科学
読書入門ゼミナール

兼担
准教
授

ｶｼﾞﾉ　ﾘｮｳｺ
梶野　涼子

＜令和3年4月＞
修士（栄養学）兼担

准教
授

ｶｼﾞﾉ　ﾘｮｳｺ
梶野　涼子

＜令和3年4月＞
修士（栄養学） 兼担

准教
授

ｶｼﾞﾉ　ﾘｮｳｺ
梶野　涼子

＜令和3年4月＞
修士（栄養学）

コミュニケーション演習
読書入門ゼミナール
グローバル社会

コミュニケーション演習
読書入門ゼミナール
グローバル社会

コミュニケーション演習
読書入門ゼミナール
グローバル社会

兼担
准教
授

ｵﾁｱｲ　ﾏﾕ
落合　真裕

＜令和2年4月＞
修士（文学）兼担

准教
授

ｵﾁｱｲ　ﾏﾕ
落合　真裕

＜令和2年4月＞
修士（文学） 兼担

准教
授

ｵﾁｱｲ　ﾏﾕ
落合　真裕

＜令和2年4月＞
修士（文学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール兼担
准教
授

ｲｼｶﾜ　ﾀｶｼ
石川　敬史

＜令和2年4月＞
修士（図書館情報学）

兼担
准教
授

ｲｼｶﾜ　ﾀｶｼ
石川　敬史

＜令和2年4月＞
修士（図書館情報学）

兼担
准教
授

ｲｼｶﾜ　ﾀｶｼ
石川　敬史

＜令和2年4月＞
修士（図書館情報学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
総合科目

兼担
准教
授

ｲｲﾑﾗ　ｸﾘﾝ
飯村　九林

＜令和2年4月＞
博士（水産科学）兼担

准教
授

ｲｲﾑﾗ　ｸﾘﾝ
飯村　九林

＜令和2年4月＞
博士（水産科学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担

准教
授

ｱﾔｲ　ｻｸﾗｺ
綾井　桜子

＜令和2年4月＞
博士（教育学）兼担

准教
授

ｱﾔｲ　ｻｸﾗｺ
綾井　桜子

＜令和2年4月＞
博士（教育学） 兼担

准教
授

ｱﾔｲ　ｻｸﾗｺ
綾井　桜子

＜令和2年4月＞
博士（教育学）

リーガルリテラシー
兼担

准教
授

ｱﾍﾞ（ｺｳｻﾞｷ）ﾌﾐ
阿部（神崎）史

＜令和2年4月＞
修士（法学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担 教授

ﾖｼﾓﾄ　ﾒｸﾞﾐ
好本　惠

＜令和2年4月＞
文学士兼担 教授

ﾖｼﾓﾄ　ﾒｸﾞﾐ
好本　惠

＜令和2年4月＞
文学士 兼担 教授

ﾖｼﾓﾄ　ﾒｸﾞﾐ
好本　惠

＜令和2年4月＞
文学士

地域と人間生活
共生社会入門

地域と人間生活
共生社会入門

地域と人間生活
共生社会入門

兼担 教授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｵﾙ
吉田　亨

＜令和2年4月＞
保健学博士

兼担 教授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｵﾙ
吉田　亨

＜令和2年4月＞
保健学博士

兼担 教授

ﾖｼﾀﾞ　ﾄｵﾙ
吉田　亨

＜令和2年4月＞
保健学博士

人間関係とコミュニケーション
人間理解ワークショップ
子育てと環境

人間関係とコミュニケーション
人間理解ワークショップ
子育てと環境

人間関係とコミュニケーション
人間理解ワークショップ
子育てと環境

兼担 教授

ﾔﾏﾀﾞ　ﾖｳｺ
山田　陽子

＜令和2年4月＞
学校教育学修士兼担 教授

ﾔﾏﾀﾞ　ﾖｳｺ
山田　陽子

＜令和2年4月＞
学校教育学修士 兼担 教授

ﾔﾏﾀﾞ　ﾖｳｺ
山田　陽子

＜令和2年4月＞
学校教育学修士

キャリアデザインとライフプラ
ン

キャリアデザインとライフプラ
ン
総合科目

キャリアデザインとライフプラ
ン
総合科目

兼担 教授

ﾏﾂﾓﾄ　ｱｷｺ
松本　晃子

＜令和2年4月＞
修士（家政学）兼担 教授

ﾏﾂﾓﾄ　ｱｷｺ
松本　晃子

＜令和2年4月＞
修士（家政学） 兼担 教授

ﾏﾂﾓﾄ　ｱｷｺ
松本　晃子

＜令和2年4月＞
修士（家政学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

身体運動Ⅰ
身体運動Ⅱ

身体運動Ⅰ
身体運動Ⅱ
読書入門ゼミナール

身体運動Ⅰ
身体運動Ⅱ
読書入門ゼミナール

兼担 講師

ｶﾝﾀﾞ　ｼｭﾝﾍﾟｲ
神田　俊平

＜令和2年4月＞
修士（体育科学）兼担 講師

ｶﾝﾀﾞ　ｼｭﾝﾍﾟｲ
神田　俊平

＜令和2年4月＞
修士（体育科学） 兼担 講師

ｶﾝﾀﾞ　ｼｭﾝﾍﾟｲ
神田　俊平

＜令和2年4月＞
修士（体育科学）

地域と人間生活
兼担

講師

ｶﾓｼﾀ　ｽﾐｺ
鴨下　澄子

＜令和3年4月＞
博士（栄養学）

総合日本語Ⅰａ
総合日本語Ⅱａ
総合日本語Ⅲａ
日本語表現技術Ⅱ
日本語表現技術Ⅳ
日本語研究Ｅ（医療・福祉専
門）
日本語能力試験対策講座Ⅰ
日本語能力試験対策講座Ⅱ
日本語集中講座（編入）※

総合日本語Ⅰａ
総合日本語Ⅱａ
総合日本語Ⅲａ
日本語表現技術Ⅱ
日本語表現技術Ⅳ
日本語研究Ｅ（医療・福祉専
門）
日本語能力試験対策講座Ⅰ
日本語能力試験対策講座Ⅱ
日本語集中講座（編入）※
総合日本語Ⅰｂ
日本語表現技術Ⅲ
日本語研究Ａ（時事Ⅰ）

総合日本語Ⅰａ
総合日本語Ⅱａ
総合日本語Ⅲａ
日本語表現技術Ⅱ
日本語表現技術Ⅳ
日本語研究Ｅ（医療・福祉専
門）
日本語能力試験対策講座Ⅰ
日本語能力試験対策講座Ⅱ
日本語集中講座（編入）※
総合日本語Ⅰｂ
日本語表現技術Ⅲ
日本語研究Ａ（時事Ⅰ）
総合日本語Ⅱｂ

兼担 講師

ｲﾅﾀﾞ　ﾄﾓｱｷ
稲田　朋晃

＜令和2年4月＞
博士（学術）

兼担 講師

ｲﾅﾀﾞ　ﾄﾓｱｷ
稲田　朋晃

＜令和2年4月＞
博士（学術）

兼担 講師

ｲﾅﾀﾞ　ﾄﾓｱｷ
稲田　朋晃

＜令和2年4月＞
博士（学術）

読書入門ゼミナール
総合科目

兼担 講師

ｲﾄｳ　ﾐﾎ
伊藤　美穂

＜令和3年4月＞
修士（家政学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担

准教
授

ﾐﾌｼﾞ　ｱｻﾐ
三藤　あさみ

＜令和2年4月＞
修士（教育学）兼担

准教
授

ﾐﾌｼﾞ　ｱｻﾐ
三藤　あさみ

＜令和2年4月＞
修士（教育学） 兼担

准教
授

ﾐﾌｼﾞ　ｱｻﾐ
三藤　あさみ

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

日本語検定対策講座 日本語検定対策講座
総合科目

日本語検定対策講座
総合科目
課題解決ゼミナール

兼担
准教
授

ﾎｼﾉ　ﾕｳｺ
星野　祐子

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）兼担

准教
授

ﾎｼﾉ　ﾕｳｺ
星野　祐子

＜令和2年4月＞
博士（人文科学） 兼担

准教
授

ﾎｼﾉ　ﾕｳｺ
星野　祐子

＜令和2年4月＞
博士（人文科学）

女性と健康 女性と健康 女性と健康
地域と人間生活

兼担
准教
授

ﾄｸﾉ　ﾕｳｺ
徳野　裕子

＜令和2年4月＞
修士（学術）兼担

准教
授

ﾄｸﾉ　ﾕｳｺ
徳野　裕子

＜令和2年4月＞
修士（学術） 兼担

准教
授

ﾄｸﾉ　ﾕｳｺ
徳野　裕子

＜令和2年4月＞
修士（学術）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担

准教
授

ｿﾉ　ﾏｷ
曽野　麻紀

＜令和2年4月＞
修士（教育学）兼担

准教
授

ｿﾉ　ﾏｷ
曽野　麻紀

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

子育てと環境 子育てと環境 子育てと環境
兼担

准教
授

ｽｽﾞｷ　ﾊﾙｺ
鈴木　晴子

＜令和2年4月＞
修士（心理学）兼担

准教
授

ｽｽﾞｷ　ﾊﾙｺ
鈴木　晴子

＜令和2年4月＞
修士（心理学） 兼担

准教
授

ｽｽﾞｷ　ﾊﾙｺ
鈴木　晴子

＜令和2年4月＞
修士（心理学）

地域と人間生活 地域と人間生活 地域と人間生活
兼担

准教
授

ｺﾒｲｼﾞ　ｾｷｶ
古明地　夕佳

＜令和3年4月＞
博士（学術）兼担

准教
授

ｺﾒｲｼﾞ　ｾｷｶ
古明地　夕佳

＜令和3年4月＞
博士（学術） 兼担

准教
授

ｺﾒｲｼﾞ　ｾｷｶ
古明地　夕佳

＜令和3年4月＞
博士（学術）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担

准教
授

ｸﾎﾞﾀ　ﾖｳｺ
久保田　葉子

＜令和2年4月＞
konzertdiplom（ドイツ）兼担

准教
授

ｸﾎﾞﾀ　ﾖｳｺ
久保田　葉子

＜令和2年4月＞
konzertdiplom（ドイツ） 兼担

准教
授

ｸﾎﾞﾀ　ﾖｳｺ
久保田　葉子

＜令和2年4月＞
konzertdiplom（ドイツ）

総合科目
食の科学

兼担
准教
授

ｶﾐﾔﾏ　ﾏｽﾐ
神山　真澄

＜令和3年4月＞
博士（理学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

地域と人間生活 読書入門ゼミナール 地域と人間生活
読書入門ゼミナール

兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱｷｵ
渡辺　章夫

＜令和3年4月＞
博士（農学）兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱｷｵ
渡辺　章夫

＜令和3年4月＞
博士（農学） 兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ｱｷｵ
渡辺　章夫

＜令和2年4月＞
博士（農学）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
地域と人間生活

兼担 講師

ﾜｶﾊﾞ　ｷｮｳｽｹ
若葉　京良

＜令和2年4月＞
博士（スポーツ医学）

兼担 講師

ﾜｶﾊﾞ　ｷｮｳｽｹ
若葉　京良

＜令和2年4月＞
博士（スポーツ医学）

兼担 講師

ﾜｶﾊﾞ　ｷｮｳｽｹ
若葉　京良

＜令和2年4月＞
博士（スポーツ医学）

総合日本語Ⅰｂ
総合日本語Ⅱｂ
総合日本語Ⅲｂ
日本語表現技術Ⅰ
日本語表現技術Ⅲ
日本語集中講座（編入）※

総合日本語Ⅰｂ
総合日本語Ⅱｂ
総合日本語Ⅲｂ
日本語表現技術Ⅰ
日本語表現技術Ⅲ
日本語集中講座（編入）※
日本語表現技術Ⅱ
日本語研究Ａ（時事Ⅰ）

総合日本語Ⅰｂ
総合日本語Ⅱｂ
総合日本語Ⅲｂ
日本語表現技術Ⅰ
日本語表現技術Ⅲ
日本語集中講座（編入）※
日本語表現技術Ⅱ
日本語研究Ａ（時事Ⅰ）

兼担 講師

ﾔﾏｼﾀ　ﾕｷﾉ
山下　悠貴乃

＜令和2年4月＞
修士（国際学）

兼担 講師

ﾔﾏｼﾀ　ﾕｷﾉ
山下　悠貴乃

＜令和2年4月＞
修士（国際学）

兼担 講師

ﾔﾏｼﾀ　ﾕｷﾉ
山下　悠貴乃

＜令和2年4月＞
修士（国際学）

総合科目
兼担 講師

ﾔｸﾜ　ｱｷｺ
八鍬　晶子

＜令和3年4月＞
学士（体育学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
企業に学ぶキャリアデザイン

兼担 講師

ﾐﾖｼ　ﾋﾃﾞﾋｺ
見吉　英彦

＜令和2年4月＞
博士（経営学）兼担 講師

ﾐﾖｼ　ﾋﾃﾞﾋｺ
見吉　英彦

＜令和2年4月＞
博士（経営学） 兼担 講師

ﾐﾖｼ　ﾋﾃﾞﾋｺ
見吉　英彦

＜令和2年4月＞
博士（経営学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
兼担 講師

ﾉﾀﾞ　ﾋﾃﾞｺ
野田　日出子

＜令和2年4月＞
修士（保育学）兼担 講師

ﾉﾀﾞ　ﾋﾃﾞｺ
野田　日出子

＜令和2年4月＞
修士（保育学）

読書入門ゼミナール 読書入門ゼミナール
グローバル社会

読書入門ゼミナール
グローバル社会

兼担 講師

ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵

＜令和2年4月＞
修士（社会学）兼担 講師

ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵

＜令和2年4月＞
修士（社会学） 兼担 講師

ﾆｲｼﾞﾏ　ﾖｼｴ
新嶋　良恵

＜令和2年4月＞
修士（社会学）

読書入門ゼミナール
兼担 講師

ﾅｶｵｶ　ｶﾅｴ
中岡　加奈絵

＜令和3年4月＞
修士（家政学）

読書入門ゼミナール
総合ゼミナール
キャリア基礎力Ⅰ

読書入門ゼミナール
総合ゼミナール
キャリア基礎力Ⅰ

読書入門ゼミナール
総合ゼミナール
キャリア基礎力Ⅰ

兼担 講師

ﾄﾘｺﾞｴ　ｼﾝｺﾞ
鳥越　信吾

＜令和2年4月＞
博士（社会学）兼担 講師

ﾄﾘｺﾞｴ　ｼﾝｺﾞ
鳥越　信吾

＜令和2年4月＞
博士（社会学） 兼担 講師

ﾄﾘｺﾞｴ　ｼﾝｺﾞ
鳥越　信吾

＜令和2年4月＞
博士（社会学）

地域と人間生活
兼担 講師

ﾀｶﾀﾞ　ｹﾝﾄ
髙田　健人

＜令和3年4月＞
博士（健康科学）

食の科学
兼担 助教

ｽｶﾞﾜﾗ　ｻｴｺ
菅原　沙恵子

＜令和3年4月＞
博士(農学)

読書入門ゼミナール
中国語Ⅱa
中国語Ⅱb

読書入門ゼミナール
中国語Ⅱa
中国語Ⅱb
総合科目

読書入門ゼミナール
中国語Ⅱa
中国語Ⅱb
総合科目
英語Ⅱa
英語Ⅱb

兼担 講師

ｷｭｳ　ｼｬｵﾕﾝ
仇　暁芸

＜令和2年4月＞
博士（国際文化）

兼担 講師

ｷｭｳ　ｼｬｵﾕﾝ
仇　暁芸

＜令和2年4月＞
博士（国際文化）

兼担 講師

ｷｭｳ　ｼｬｵﾕﾝ
仇　暁芸

＜令和2年4月＞
博士（国際文化）

27



担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

家族心理学（社会・集団・家族
心理学）

家族心理学（社会・集団・家族
心理学）

家族心理学（社会・集団・家族
心理学）

兼任 講師

ｵｵﾉ　ｻﾁｺ
大野　祥子

＜令和3年4月＞
博士（心理学）兼任 講師

ｵｵﾉ　ｻﾁｺ
大野　祥子

＜令和3年4月＞
博士（心理学） 兼任 講師

ｵｵﾉ　ｻﾁｺ
大野　祥子

＜令和3年4月＞
博士（心理学）

英語Ⅰa
英語Ⅰb

英語Ⅰa
英語Ⅰb
アドバンスト・リスニング

兼任 講師

ｵｵﾄﾓ　ｱﾔｺ
大友　彩子

＜令和2年4月＞
 M.A.（豪州）兼任 講師

ｵｵﾄﾓ　ｱﾔｺ
大友　彩子

＜令和2年4月＞
 M.A.（豪州）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼任 講師

ｵｳｷﾞﾊﾗ　ｱﾂｼ
扇原　淳

＜令和2年4月＞
博士（医学）兼任 講師

ｵｳｷﾞﾊﾗ　ｱﾂｼ
扇原　淳

＜令和2年4月＞
博士（医学） 兼任 講師

ｵｳｷﾞﾊﾗ　ｱﾂｼ
扇原　淳

＜令和2年4月＞
博士（医学）

福祉心理学 福祉心理学 福祉心理学
兼任 講師

ｳﾒﾂﾞ　ﾅｵｺ
梅津　直子

＜令和3年4月＞
修士（心理学）

兼任 講師

ｳﾒﾂﾞ　ﾅｵｺ
梅津　直子

＜令和3年4月＞
修士（心理学）

兼任 講師

ｳﾒﾂﾞ　ﾅｵｺ
梅津　直子

＜令和3年4月＞
修士（心理学）

日本語検定対策講座
兼任 講師

ｳﾉ　ﾅｺﾞﾐ
宇野　和

＜令和3年4月＞
修士（人文科学）

日本語表現技術Ⅰ
日本語表現技術Ⅱ

兼任 講師

ｳｽｲ　ﾔｵﾔ
臼井　直也

＜令和3年4月＞
修士（言語・地域文化）

英語Ⅰａ
英語Ⅰｂ
ＴＯＥＩＣ対策講座

兼任 講師

ｲｹﾍﾞ　ｻﾗ
池辺　早良

＜令和3年4月＞
修士（文学）

日本語研究Ａ（時事Ⅰ）
兼任 講師

ｱﾗｲ　ｱｻｶ
荒井（田中）あさ香

＜令和3年4月＞
修士（国際学）

多様性と倫理
くらしのなかの日本国憲法

多様性と倫理
くらしのなかの日本国憲法

多様性と倫理
くらしのなかの日本国憲法

兼任 講師

ｱﾀﾞﾁ　ﾋﾛﾕｷ
安達　宏之

＜令和2年4月＞
法学修士兼任 講師

ｱﾀﾞﾁ　ﾋﾛﾕｷ
安達　宏之

＜令和2年4月＞
法学修士 兼任 講師

ｱﾀﾞﾁ　ﾋﾛﾕｷ
安達　宏之

＜令和2年4月＞
法学修士

ＴＯＥＩＣ対策講座
英語Ⅰa
英語Ⅰb

ＴＯＥＩＣ対策講座
英語Ⅰa
英語Ⅰb

兼任 講師

ｱｷﾔﾏ　ﾏｷｺ
秋山　まき子

＜令和2年4月＞
修士(言語学TESOL)、修士(言語

学 音声学)兼任 講師

ｱｷﾔﾏ　ﾏｷｺ
秋山　まき子

＜令和2年4月＞
修士(言語学TESOL)、修士(言語

学 音声学)

地域と人間生活 地域と人間生活 地域と人間生活

兼担 助教

ｸﾗﾜｶ　ﾐｻｷ
倉若　美咲樹

＜令和3年4月＞
修士（栄養学）兼担 助教

ｸﾗﾜｶ　ﾐｻｷ
倉若　美咲樹

＜令和3年4月＞
修士（栄養学） 兼担 助教

ｸﾗﾜｶ　ﾐｻｷ
倉若　美咲樹

＜令和3年4月＞
修士（栄養学）

子育てと環境 子育てと環境 子育てと環境
兼担 助教

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾕｷｺ
近藤　有紀子

＜令和2年4月＞
修士（教育学）兼担 助教

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾕｷｺ
近藤　有紀子

＜令和2年4月＞
修士（教育学） 兼担 助教

ｺﾝﾄﾞｳ　ﾕｷｺ
近藤　有紀子

＜令和2年4月＞
修士（教育学）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
読書入門ゼミナール

兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｶｴ
渡邊　孝枝

＜令和3年4月＞
修士（人文科学）兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｶｴ
渡邊　孝枝

＜令和2年4月＞
兼担 講師

ﾜﾀﾅﾍﾞ　ﾀｶｴ
渡邊　孝枝

＜令和2年4月＞
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

英語Ⅰa
英語Ⅰb
英語Ⅱa
英語Ⅱb

英語Ⅰa
英語Ⅰb
英語Ⅱa
英語Ⅱb

英語Ⅰa
英語Ⅰb
英語Ⅱa
英語Ⅱb
映画・ドラマ英語

兼任 講師

ｻｶｷﾊﾞﾗ　ﾘｴｺ
榊原　理枝子

＜令和2年4月＞
文学修士

兼任 講師

ｻｶｷﾊﾞﾗ　ﾘｴｺ
榊原　理枝子

＜令和2年4月＞
文学修士

兼任 講師

ｻｶｷﾊﾞﾗ　ﾘｴｺ
榊原　理枝子

＜令和2年4月＞
文学修士

女性と健康 女性と健康
兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾚｲｺ
齋藤　麗子

＜令和2年4月＞
医学博士兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾚｲｺ
齋藤　麗子

＜令和2年4月＞
医学博士

健康相談活動 健康相談活動 健康相談活動
兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾁｶｹﾞ
齋藤　千景

＜令和4年4月＞
修士（教育学）兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾁｶｹﾞ
齋藤　千景

＜令和4年4月＞
修士（教育学） 兼任 講師

ｻｲﾄｳ　ﾁｶｹﾞ
齋藤　千景

＜令和4年4月＞
修士（教育学）

情報処理演習Ⅰ 情報処理演習Ⅰ
兼任 講師

ｺﾐｴ　ﾏｻﾋｺ
込江　雅彦

＜令和2年4月＞
修士（経済学）兼任 講師

ｺﾐｴ　ﾏｻﾋｺ
込江　雅彦

＜令和2年4月＞
修士（経済学）

精神疾患とその治療
兼任 講師

ｺｼﾞﾏ　ｶｽﾞﾔｽ
小島　一泰

＜令和3年4月＞
保健学修士

産業心理学（産業・組織心理
学）
社会行動の心理学

産業心理学（産業・組織心理
学）
社会行動の心理学

産業心理学（産業・組織心理
学）
社会行動の心理学

兼任 講師

ｺｳｸﾞﾁ　ﾋﾛｼ
高口　央

＜令和3年4月＞
博士（学術）兼任 講師

ｺｳｸﾞﾁ　ﾋﾛｼ
高口　央

＜令和3年4月＞
博士（学術） 兼任 講師

ｺｳｸﾞﾁ　ﾋﾛｼ
高口　央

＜令和3年4月＞
博士（学術）

リーガルリテラシー リーガルリテラシー
兼任 講師

ｶﾜｸﾞﾁ　ｶｼﾐ
川口　かしみ

＜令和2年4月＞
修士（学術）兼任 講師

ｶﾜｸﾞﾁ　ｶｼﾐ
川口　かしみ

＜令和2年4月＞
修士（学術）

日本語研究Ａ（時事Ⅰ）
日本語研究Ｂ（時事Ⅱ）

日本語研究Ａ（時事Ⅰ）
日本語研究Ｂ（時事Ⅱ）

日本語研究Ａ（時事Ⅰ）
日本語研究Ｂ（時事Ⅱ）

兼任 講師

ｶﾄｳ　ｶｵﾙ
加藤　薫

＜令和2年4月＞
文学修士兼任 講師

ｶﾄｳ　ｶｵﾙ
加藤　薫

＜令和2年4月＞
文学修士 兼任 講師

ｶﾄｳ　ｶｵﾙ
加藤　薫

＜令和2年4月＞
文学修士

福祉心理学
兼任 講師

ｵﾔﾏ　ﾉｿﾞﾐ
小山　望

＜令和3年4月＞
教育学修士

職場のメンタルヘルス（産業・
組織心理学）

職場のメンタルヘルス（産業・
組織心理学）

職場のメンタルヘルス（産業・
組織心理学）

兼任 講師

ｵｻﾞｷ　ｹﾝｲﾁ
尾﨑　健一

＜令和4年4月＞
博士（医学）兼任 講師

ｵｻﾞｷ　ｹﾝｲﾁ
尾﨑　健一

＜令和4年4月＞
博士（医学） 兼任 講師

ｵｻﾞｷ　ｹﾝｲﾁ
尾﨑　健一

＜令和4年4月＞
博士（医学）

心理学情報処理法 心理学情報処理法 心理学情報処理法
兼任 講師

ｵｸﾑﾗ　ﾓﾄｷ
奥村　基生

＜令和2年4月＞
博士（体育科学）兼任 講師

ｵｸﾑﾗ　ﾓﾄｷ
奥村　基生

＜令和2年4月＞
博士（体育科学） 兼任 講師

ｵｸﾑﾗ　ﾓﾄｷ
奥村　基生

＜令和2年4月＞
博士（体育科学）

中高年期の心理学
中高年期の心理臨床

中高年期の心理学
中高年期の心理臨床

中高年期の心理学
中高年期の心理臨床

兼任 講師

ｵｶﾞﾜ　ﾏﾄﾞｶ
小川　まどか

＜令和4年4月＞
博士（老年学）兼任 講師

ｵｶﾞﾜ　ﾏﾄﾞｶ
小川　まどか

＜令和4年4月＞
博士（老年学） 兼任 講師

ｵｶﾞﾜ　ﾏﾄﾞｶ
小川　まどか

＜令和4年4月＞
博士（老年学）

日本語能力試験対策講座Ⅰ
日本語能力試験対策講座Ⅱ

日本語能力試験対策講座Ⅰ
日本語能力試験対策講座Ⅱ

兼任 講師

ｵｶﾞｻﾜﾗ　ﾉﾘｺ
小笠原　典子

＜令和2年4月＞
文学学士　法学学士兼任 講師

ｵｶﾞｻﾜﾗ　ﾉﾘｺ
小笠原　典子

＜令和2年4月＞
文学学士　法学学士
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

データ解析法 データ解析法 データ解析法
兼任 講師

ﾅｶｴ　ｽﾐｺ
中江　須美子

＜令和4年4月＞
心理学修士兼任 講師

ﾅｶｴ　ｽﾐｺ
中江　須美子

＜令和4年4月＞
心理学修士 兼任 講師

ﾅｶｴ　ｽﾐｺ
中江　須美子

＜令和4年4月＞
心理学修士

中国語Ⅰa
中国語Ⅰb

中国語Ⅰa
中国語Ⅰb

兼任 講師

ﾄｷﾏﾂ　ﾌﾐｺ
時松　史子

＜令和2年4月＞
人文科学修士兼任 講師

ﾄｷﾏﾂ　ﾌﾐｺ
時松　史子

＜令和2年4月＞
人文科学修士

身体運動Ⅱ
兼任 講師

ﾄﾏｺﾞｳ　ﾋｻﾖ
蓬郷　尚代

＜令和3年4月＞
海洋科学博士

総合科目 総合科目
兼任 講師

ﾄﾞｲ　ﾖｼﾊﾙ
土井　善晴

＜令和2年4月＞
教育学士兼任 講師

ﾄﾞｲ　ﾖｼﾊﾙ
土井　善晴

＜令和2年4月＞
教育学士

朝鮮語Ⅰa
朝鮮語Ⅰb

朝鮮語Ⅰa
朝鮮語Ⅰb

朝鮮語Ⅰa
朝鮮語Ⅰb

兼任 講師

ﾁｮ　ﾋ
曺　喜

＜令和2年4月＞
修士（日本文学）兼任 講師

ﾁｮ　ﾋ
曺　喜

＜令和2年4月＞
修士（日本文学） 兼任 講師

ﾁｮ　ﾋ
曺　喜

＜令和2年4月＞
修士（日本文学）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼任 講師

ﾁｱｼ　ｺｳｲﾁ
千足　耕一

＜令和2年4月＞
博士（医学）兼任 講師

ﾁｱｼ　ｺｳｲﾁ
千足　耕一

＜令和2年4月＞
博士（医学） 兼任 講師

ﾁｱｼ　ｺｳｲﾁ
千足　耕一

＜令和2年4月＞
博士（医学）

アドバンスト・リーディング アドバンスト・リーディング
ＴＯＥＩＣ対策講座

アドバンスト・リーディング
ＴＯＥＩＣ対策講座

兼任 講師

ﾀﾆ　ﾋﾛｺ
谷　洋子

＜令和2年4月＞
M.S.Ed（米国）兼任 講師

ﾀﾆ　ﾋﾛｺ
谷　洋子

＜令和2年4月＞
M.S.Ed（米国） 兼任 講師

ﾀﾆ　ﾋﾛｺ
谷　洋子

＜令和2年4月＞
M.S.Ed（米国）

司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学
兼任 講師

ﾀｶﾉ　ｺｳｼﾞ
高野　光司

＜令和3年4月＞
修士（教育学）兼任 講師

ﾀｶﾉ　ｺｳｼﾞ
高野　光司

＜令和3年4月＞
修士（教育学） 兼任 講師

ﾀｶﾉ　ｺｳｼﾞ
高野　光司

＜令和3年4月＞
修士（教育学）

キャリア発達心理学 キャリア発達心理学 キャリア発達心理学
兼任 講師

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋﾃﾞﾊﾙ
杉本　英晴

＜令和4年4月＞
博士（心理学）兼任 講師

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋﾃﾞﾊﾙ
杉本　英晴

＜令和4年4月＞
博士（心理学） 兼任 講師

ｽｷﾞﾓﾄ　ﾋﾃﾞﾊﾙ
杉本　英晴

＜令和4年4月＞
博士（心理学）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼任 講師

ｼﾐｽﾞ　ﾌﾐｺ
清水　文子

＜令和2年4月＞
学士（体育学）兼任 講師

ｼﾐｽﾞ　ﾌﾐｺ
清水　文子

＜令和2年4月＞
学士（体育学） 兼任 講師

ｼﾐｽﾞ　ﾌﾐｺ
清水　文子

＜令和2年4月＞
学士（体育学）

災害と社会 災害と社会 災害と社会
兼任 講師

ｻﾜﾉ　ｼﾞﾛｳ
澤野　次郎

＜令和3年4月＞
修士(社会デザイン学)兼任 講師

ｻﾜﾉ　ｼﾞﾛｳ
澤野　次郎

＜令和3年4月＞
修士(社会デザイン学) 兼任 講師

ｻﾜﾉ　ｼﾞﾛｳ
澤野　次郎

＜令和3年4月＞
修士(社会デザイン学)

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼任 講師

ｻﾄｳ　ﾉﾘｺ
佐藤　典子

＜令和2年4月＞
体育学士兼任 講師

ｻﾄｳ　ﾉﾘｺ
佐藤　典子

＜令和2年4月＞
体育学士 兼任 講師

ｻﾄｳ　ﾉﾘｺ
佐藤　典子

＜令和2年4月＞
体育学士

衛生学 衛生学 衛生学
兼任 講師

ｻﾄｳ　ｶｽﾞｵ
佐藤　一朗

＜令和2年4月＞
博士（生物資源科学）兼任 講師

ｻﾄｳ　ｶｽﾞｵ
佐藤　一朗

＜令和2年4月＞
博士（生物資源科学） 兼任 講師

ｻﾄｳ　ｶｽﾞｵ
佐藤　一朗

＜令和2年4月＞
博士（生物資源科学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

関係行政論 関係行政論 関係行政論

兼任 講師

ﾏﾂｳﾗ　ﾋﾛｱｷ
松浦　宏明

＜令和3年4月＞
修士（臨床心理学）兼任 講師

ﾏﾂｳﾗ　ﾋﾛｱｷ
松浦　宏明

＜令和3年4月＞
修士（臨床心理学） 兼任 講師

ﾏﾂｳﾗ　ﾋﾛｱｷ
松浦　宏明

＜令和3年4月＞
修士（臨床心理学）

フランス語Ia
フランス語Ib

フランス語Ia
フランス語Ib

兼任 講師

ﾏｽﾓ　ｶｽﾞｵ
増茂　和男

＜令和2年4月＞
修士（学術）兼任 講師

ﾏｽﾓ　ｶｽﾞｵ
増茂　和男

＜令和2年4月＞
修士（学術）

心理療法 心理療法 心理療法

兼任 講師

ﾎﾘｶﾜ　ｻﾄｼ
堀川　聡司

＜令和4年4月＞
博士（教育学）

兼任 講師

ﾎﾘｶﾜ　ｻﾄｼ
堀川　聡司

＜令和4年4月＞
博士（教育学）

ﾎﾘｶﾜ　ｻﾄｼ
堀川　聡司

＜令和4年4月＞
博士（教育学）

総合科目 総合科目

兼任 講師

ﾌﾅﾋﾞｷ　ﾀｹｵ
船曳　建夫

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosophy

（英国）
兼任 講師

ﾌﾅﾋﾞｷ　ﾀｹｵ
船曳　建夫

＜令和2年4月＞
Doctor of Philosophy

（英国）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼任 講師

ﾌｼﾞｳ　ｴｲｲﾁﾛｳ
藤生　栄一郎

＜令和2年4月＞
修士（体育学）兼任 講師

ﾌｼﾞｳ　ｴｲｲﾁﾛｳ
藤生　栄一郎

＜令和2年4月＞
修士（体育学） 兼任 講師

ﾌｼﾞｳ　ｴｲｲﾁﾛｳ
藤生　栄一郎

＜令和2年4月＞
修士（体育学）

日本語検定対策講座
兼任 講師

ﾌｶｻﾜ　ﾋﾄﾐ
深澤　瞳

＜令和3年4月＞
博士（文学）

ネットワーク社会 ネットワーク社会 ネットワーク社会
兼任 講師

ﾌｶｻﾜ　ｽｽﾑ
深澤　進

＜令和2年4月＞
修士（学術）兼任 講師

ﾌｶｻﾜ　ｽｽﾑ
深澤　進

＜令和2年4月＞
修士（学術） 兼任 講師

ﾌｶｻﾜ　ｽｽﾑ
深澤　進

＜令和2年4月＞
修士（学術）

栄養学 栄養学 栄養学
兼任 講師

ﾊｼﾀﾞ　ﾋﾛｺ
端田　寛子

＜令和2年4月＞
修士（学術）兼任 講師

ﾊｼﾀﾞ　ﾋﾛｺ
端田　寛子

＜令和2年4月＞
修士（学術） 兼任 講師

ﾊｼﾀﾞ　ﾋﾛｺ
端田　寛子

＜令和2年4月＞
修士（学術）

免疫学 免疫学 免疫学
兼任 講師

ﾊｸ　ﾗﾝﾗﾝ
白兰兰

＜令和2年4月＞
博士（農学）兼任 講師

ﾊｸ　ﾗﾝﾗﾝ
白兰兰

＜令和2年4月＞
博士（農学） 兼任 講師

ﾊｸ　ﾗﾝﾗﾝ
白兰兰

＜令和2年4月＞
博士（農学）

身体運動Ⅱ 身体運動Ⅱ
兼任 講師

ﾆｼﾅ　ﾐﾕｷ
仁科　幸

＜令和2年4月＞
修士（人文科学）兼任 講師

ﾆｼﾅ　ﾐﾕｷ
仁科　幸

＜令和2年4月＞
修士（人文科学）

心理アセスメント入門
心理検査法応用
感情・人格心理学
健康・医療心理学

心理アセスメント入門
心理検査法応用
感情・人格心理学
健康・医療心理学

心理アセスメント入門
心理検査法応用
感情・人格心理学
健康・医療心理学

兼任 講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾕｳ
中村　有

＜令和2年4月＞
修士（心理学）兼任 講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾕｳ
中村　有

＜令和2年4月＞
修士（心理学） 兼任 講師

ﾅｶﾑﾗ　ﾕｳ
中村　有

＜令和2年4月＞
修士（心理学）

朝鮮語Ia
朝鮮語Ib

朝鮮語Ia
朝鮮語Ib

兼任 講師

ﾅｶﾞﾄ　ﾖｳｲﾁ
長渡　陽一

＜令和2年4月＞
言語学博士兼任 講師

ﾅｶﾞﾄ　ﾖｳｲﾁ
長渡　陽一

＜令和2年4月＞
言語学博士

日本語研究Ｆ（人文科学） 日本語研究Ｆ（人文科学） 日本語研究Ｆ（人文科学）
兼任 講師

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾉﾘｺ
中島　紀子

＜令和2年4月＞
修士（文学）兼任 講師

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾉﾘｺ
中島　紀子

＜令和2年4月＞
修士（文学） 兼任 講師

ﾅｶｼﾞﾏ　ﾉﾘｺ
中島　紀子

＜令和2年4月＞
修士（文学）
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担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

の別　 の別　 の別　

担当授業科目名

兼担・ 兼担・ 兼担・

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　認可申請書又は設置届出書の様式第３号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の教員全て（兼任，兼担教員を含む。）を黒字で記入してください。

　　　　その上で，認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。
　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教員名簿」を確認してください。

　　　・　年齢は，それぞれの年度の５月１日時点の満年齢を記入してください。

　　　・　専任（専門職大学等は専、実専、実（研）、実み）、兼担、兼任の順に記入してください。

　　　・　不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除し、詰めてください。

中国語Ⅰa
中国語Ⅰb

兼任 講師

ﾔﾏﾓﾄ　ｹﾝｼﾞ
山本　賢二

＜令和2年4月＞
国際学修士

精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 精神疾患とその治療

兼任 講師

ﾔﾏｼﾀ（ｵﾊﾗ) ﾐｷ
山下（小原) 美樹

＜令和3年4月＞
修士（人間科学）

兼任 講師

ﾔﾏｼﾀ（ｵﾊﾗ) ﾐｷ
山下（小原) 美樹

＜令和3年4月＞
修士（人間科学）

兼任 講師

ﾔﾏｼﾀ（ｵﾊﾗ) ﾐｷ
山下（小原) 美樹

＜令和3年4月＞
修士（人間科学）

日本語表現技術Ⅲ

兼任 講師

ﾔﾏｵｶ　ｶﾅｺ
山岡　華菜子

＜令和3年4月＞
博士（文学）

日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ）
日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ）

日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ）
日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ）

日本語研究Ｃ（ビジネスⅠ）
日本語研究Ｄ（ビジネスⅡ）

兼任 講師

ﾔｽﾂﾈ　ｶﾖｺ
安恒　佳代子

＜令和2年4月＞
文学士兼任 講師

ﾔｽﾂﾈ　ｶﾖｺ
安恒　佳代子

＜令和2年4月＞
文学士 兼任 講師

ﾔｽﾂﾈ　ｶﾖｺ
安恒　佳代子

＜令和2年4月＞
文学士

見る・聴く・触れるの科学
学習・言語心理学

見る・聴く・触れるの科学
学習・言語心理学

見る・聴く・触れるの科学
学習・言語心理学

兼任 講師

ﾔｽﾀﾞ　ﾃﾂﾔ
安田　哲也

＜令和3年4月＞
博士（情報学）兼任 講師

ﾔｽﾀﾞ　ﾃﾂﾔ
安田　哲也

＜令和3年4月＞
博士（情報学） 兼任 講師

ﾔｽﾀﾞ　ﾃﾂﾔ
安田　哲也

＜令和3年4月＞
博士（情報学）

歴史のなかの女性 歴史のなかの女性 歴史のなかの女性
兼任 講師

ﾔｻﾞﾜ　ﾐｻｷ
矢澤　美佐紀

＜令和3年4月＞
修士（文学）兼任 講師

ﾔｻﾞﾜ　ﾐｻｷ
矢澤　美佐紀

＜令和3年4月＞
修士（文学） 兼任 講師

ﾔｻﾞﾜ　ﾐｻｷ
矢澤　美佐紀

＜令和3年4月＞
修士（文学）

免疫学

兼任 講師

ﾑﾗｶﾐ　ﾋﾛﾕｷ
村上　弘之

＜令和3年4月＞
博士（医学）

アドバンスト・リーディング
アドバンスト・ライティング
メディア英語

アドバンスト・リーディング
アドバンスト・ライティング
メディア英語

アドバンスト・リーディング
アドバンスト・ライティング
メディア英語

兼任 講師

ﾐﾔﾓﾄ　ﾏｻﾊﾙ
宮本　正治

＜令和2年4月＞
修士（文学）兼任 講師

ﾐﾔﾓﾄ　ﾏｻﾊﾙ
宮本　正治

＜令和2年4月＞
修士（文学） 兼任 講師

ﾐﾔﾓﾄ　ﾏｻﾊﾙ
宮本　正治

＜令和2年4月＞
修士（文学）

インターネット英語 インターネット英語 インターネット英語
兼任 講師

ﾐﾔｻﾞｷ　ﾖﾘｺ
宮崎　順子

＜令和3年4月＞
人文科学修士兼任 講師

ﾐﾔｻﾞｷ　ﾖﾘｺ
宮崎　順子

＜令和3年4月＞
人文科学修士 兼任 講師

ﾐﾔｻﾞｷ　ﾖﾘｺ
宮崎　順子

＜令和3年4月＞
人文科学修士

フランス語Ⅰa
フランス語Ⅰb

兼任 講師

ﾏﾌﾞｿﾝ　ﾛｰﾗﾝ
Mabesoone Laurent

＜令和2年4月＞
博士（学術）

心理アセスメント入門

兼任 講師

ﾏﾂﾊﾞ　ﾕﾘｶ
松葉　百合香

＜令和3年4月＞
修士（人間科学）

解剖生理学特論 解剖生理学特論 解剖生理学特論
兼任 講師

ﾏﾂﾊﾞ　ﾂﾖｼ
松葉　剛

＜令和3年4月＞
博士（医学）兼任 講師

ﾏﾂﾊﾞ　ﾂﾖｼ
松葉　剛

＜令和3年4月＞
博士（医学） 兼任 講師

ﾏﾂﾊﾞ　ﾂﾖｼ
松葉　剛

＜令和3年4月＞
博士（医学）

アドバンスト・ライティング

兼任 講師

ﾏﾂｵ　ﾅﾂﾐ
松尾　夏海

＜令和3年4月＞
文学士
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

【採用・退職・新規担当】

・ 齋藤　忍教授の退職に伴い、人間理解ワークショップ（R3年度開講）の担当として後任選定中。
・ 阿部　史准教授の退職に伴い、リーガルリテラシーの担当として、川口　かしみ講師を採用。
・ 加藤　暁子准教授の退職に伴い、課題解決ゼミナール（R3年度開講）の担当として後任選定中。
・ Mabesoone Laurent講師の退職に伴いフランス語Ia、フランス語Ibの担当として、増茂　和男講師を採用。
・ 山本　賢二講師の辞退に伴い、中国語Ⅰa、中国語Ⅰbの担当として、時松　史子講師を採用。
・ 教育効果充実を図る為、入門ゼミナールの担当として、岡山　睦美講師を採用。
・ 岡山　睦美講師は、鈴木　雅子講師からの担当変更として新規採用。　学校保健Ⅰ、学校保健Ⅱ
・ コマ数追加による総合科目の新規担当追加として、石山　隆之教授、名倉 秀子教授、土井　善晴講師、船曳　建夫講師を採用。
・ コマ数追加による身体運動Ⅱの新規担当追加として、石山　隆之教授、蓬郷　尚代講師、仁科　幸講師を採用。
・ 教育効果充実を図る為、英語Ⅰa、英語Ⅰbの新規担当追加として、福田　仁教授、秋山　まき子講師、大友　彩子講師を採用。
・ 教育効果充実を図る為、読書入門ゼミナールの担当として、飯村　九林准教授、曽野　麻紀准教授、野田　日出子講師を採用。
・ コミュニケーション演習の担当として、竹之内　修特任教授を採用。
・ 日本語能力試験対策講座Ⅰ、日本語能力試験対策講座Ⅱの担当として、小笠原　典子講師を採用。稲田　朋晃講師削除。
・ 教育効果充実を図る為、ＴＯＥＩＣ対策講座の担当として、秋山　まき子講師が採用。
・ 教育効果充実を図る為、情報処理演習Ⅰの担当として、込江　雅彦講師採用。
・ 教育効果充実を図る為、女性と健康の新規担当追加として、齋藤　麗子講師を採用。
・ 朝鮮語Ia、朝鮮語Ibの担当として、長渡　陽一講師を採用。チョ　ヒ講師は削除。

【複数担当による持ち回り授業による担当変更】
・ 布施　晴美教授は、入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 綿井　雅康教授は、入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 安達　一寿教授は、コミュニケーション演習　今年度担当なし。
・ 池間　里代子教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 片居木　英人教授は、くらしのなかの日本国憲法　今年度本学科では担当なし。
・ sheila Cliffe教授は、コミュニケーション演習　今年度担当なし。
・ 棚谷　祐一教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 角田　真二教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 樋口　一貴教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 好本　惠教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 綾井　桜子准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 石川　敬史准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 落合　真裕准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 加藤　亮介准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 川口　英俊准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。くらしのなかの日本国憲法　今年度本学科では担当なし。
・ 久保田　葉子准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 三藤　あさみ准教授は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。
・ 見吉　英彦講師は、読書入門ゼミナール　今年度担当なし。

【科目配当上の都合による変更】
・ 池田　まさみ教授　心理学実験は別教員が担当。
・ 布施　晴美教授は、心理学リテラシー　非開講のため、今年度担当なし。
・ 綿井　雅康教授　総合科目は、コマ数調整のため、今年度担当なし。
・ 綿井　雅康教授のコマ数調整のため風間　文明教授へ担当変更。　自主社会活動
・ 石田（今村）有理　新規担当　読書入門ゼミナール
・ 池間　里代子教授　海外語学研修は、新型コロナ感染症の影響のため今年度未開講。
・ 石野　榮一教授　地域で学ぶは、別教員が担当。
・ 狩野　浩二教授　コマ数追加による新規担当追加　総合科目
・ 北原　俊一教授　新規担当　情報処理演習Ⅱ
・ 向後（田中）朋美教授　英語コミュニケーション応用は、配当調整により、今年度未開講。
・ 設楽（松尾）優子教授　英語Ⅰａ、英語Ⅰｂは、別教員が担当。
・ sheila Cliffe教授　コマ数追加による新規担当追加　英語Ⅰa、英語Ⅰb、アドバンストライティング
・ 杉元　葉子教授　コマ数追加による新規担当追加　総合科目
・ 星野　敦子教授　コマ数追加による新規担当追加　総合科目
・ 松岡　敬明教授は、コミュニケーション演習　今年度担当なし。
・ 松本　晃子教授　コマ数追加による新規担当追加　総合科目
・ 星野　祐子准教授　コマ数追加による新規担当追加　総合科目
・ 稲田　朋晃講師から山下　悠貴乃講師へ担当変更。日本語表現技術Ⅱ
・ 稲田　朋晃講師　新規担当　総合日本語Ⅰｂ
・ 山下　悠貴乃講師から稲田　朋晃講師へ担当変更。日本語表現技術Ⅲ
・ 加藤　薫講師から、稲田　朋晃講師、山下　悠貴乃講師へ担当者変更。日本語研究Ａ（時事Ⅰ）
・ 神田　俊平講師　新規担当　読書入門ゼミナール、身体運動Ⅰは、コマ数調整のため、今年度担当なし。
・ 仇　暁芸講師　コマ数追加による新規担当追加　総合科目
・ 新嶋　良恵講師　新規担当　グローバル社会
・ 渡辺　章夫講師　新規担当　読書入門ゼミナール
・ 渡邊　孝枝講師　身体運動Ⅱ　コマ数調整のため、今年度担当なし。
・ 榊原　理枝子講師　英語Ⅰa、英語Ⅰbは、別教員が担当。
・ 谷　洋子講師　新規担当　ＴＯＥＩＣ対策講座
・ 中村　有講師　感情人格心理学は、1後期開講のため担当者選定中。
・ 宮本　正治講師から設楽（松尾）優子教授へ担当変更。アドバンストリーディング

　　　　 　　　　

・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・

・

・
・
・
・
・
・
・
・

細谷忠司教授 「人間理解ワークショップ」の担当に追加。

竹之内修特任教授 担当科目として「英語コミュニケーション基礎a」、「英語コミュニケーション基礎b」、「英語コミュニケーション応用」を追加。

飯村九林准教授 担当科目として「総合科目」を追加。科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」は今年度担当なし。

棚谷祐一教授 担当科目として「キャリア基礎力Ⅰ」を追加。
羽田邦弘教授 担当科目として「課題解決ゼミナール」、「総合科目」、「21世紀型の教育」を追加。
星野敦子教授 科目配当上の理由により「総合科目」は今年度担当なし。

石野榮一教授 科目配当上の理由により「企業に学ぶキャリアデザイン」、「プロアクティブ人材育成」は今年度担当なし。
石山隆之教授 科目配当上の理由により「総合科目」は今年度担当なし。
大倉哲也講師 「総合科目」の担当に追加。

田倉昭教授 科目配当上の理由により「キャリア基礎力Ⅰ」は今年度担当なし。

設楽（松尾）優子教授 担当科目として「英語Ⅰａ」、「英語Ⅰｂ」を追加。
科目配当上の理由により「映画・ドラマ英語」、「ＴＯＥＩＣ対策講座」、「アドバンスト・リーディング応用」は今年度担当なし。

sheila Cliffe教授 自己都合により退職。

　　　　 　　　　

永作稔准教授 担当科目として「キャリアデザイン入門」を追加。
武田瑞穂講師 「入門ゼミナール」、「発達臨床心理学（発達心理学）」、「乳幼児期の心理臨床」、「心理学入門演習」、「心理アセスメント

科目配当上の理由により「自主社会活動」は今年度担当なし。
平田智秋教授 科目配当上の理由により「心理学実験演習」は今年度担当なし。
綿井雅康教授 担当科目として「自主社会活動」を追加。

飯田路佳教授 担当科目として「地域と人間生活」を追加。
池川繁樹教授 科目配当上の理由により「地域と人間生活」は今年度担当なし。

科目配当上の理由により「アドバンスト・リスニング」は今年度担当なし。

【令和２年度】

【令和３年度】

伊藤恵子教授 任期満了により退職。
池田まさみ教授 担当科目として「心理学実験」を追加。
風間文明教授

池間里代子教授 担当科目として「読書入門ゼミナール」を追加。

入門」、「観察法」の担当に追加。
増田早哉子講師 「入門ゼミナール」、「人間理解ワークショップ」、「心理学基礎論」、「心理学情報処理法」、「心理学実験」、「調査法」、

「心理学リテラシー」の担当に追加。

狩野浩二教授 科目配当上の理由により「21世紀型の教育」は今年度担当なし。
向後（田中）朋美教授 担当科目として「英語コミュニケーション応用」、「英語コミュニケーション基礎a」、「英語コミュニケーション基礎b」を追加。
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（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　不要な年度（令和元年度開設であれば平成３０年度）の表は適宜削除してください。

山岡華菜子講師 「日本語表現技術Ⅲ」の担当に追加。
山下（小原) 美樹講師 科目配当上の理由により「精神疾患とその治療」は今年度担当なし。

松尾夏海講師 「アドバンスト・ライティング」の担当に追加。
松葉百合香講師 「心理アセスメント入門」の担当に追加。
村上弘之講師 「免疫学」の担当に追加。

仁科幸講師 科目配当上の理由により「身体運動Ⅱ」は今年度担当なし。
白兰兰講師 科目配当上の理由により「免疫学」は今年度担当なし。
深澤瞳講師 「日本語検定対策講座」の担当に追加。

榊原理枝子講師 担当科目として「中級映画・ドラマ英語」を追加。科目配当上の理由により「英語Ⅱa」、「英語Ⅱb」は今年度担当なし。
蓬郷尚代講師 「身体運動Ⅱ」の担当に追加。
中村有講師 科目配当上の理由により「心理アセスメント入門」は今年度担当なし。

小山望講師 「福祉心理学」の担当に追加。
小島一泰講師 「精神疾患とその治療」の担当に追加。
込江雅彦講師 科目配当上の理由により「情報処理演習Ⅰ」は今年度担当なし。

宇野和講師 「日本語検定対策講座」の担当に追加。
梅津直子講師 科目配当上の理由により「福祉心理学」は今年度担当なし。
大友彩子講師 「アドバンスト・リスニング応用」の担当に追加。

荒井（田中）あさ香講師 「日本語研究Ａ（時事Ⅰ）」の担当に追加。
池辺早良講師 「英語Ⅰa」、「英語Ⅰb」、「ＴＯＥＩＣ対策講座」の担当に追加。
臼井直也講師 「日本語表現技術Ⅰ」、「日本語表現技術Ⅱ」の担当に追加。

渡邊孝枝講師 担当科目として「読書入門ゼミナール」、「身体運動Ⅱ」を追加。
秋山まき子講師 科目配当上の理由により「ＴＯＥＩＣ対策講座」、「英語Ⅰa」、「英語Ⅰb」は今年度担当なし。

「日本語研究Ａ（時事Ⅰ）」は今年度担当なし。
若葉京良講師 担当科目として「地域と人間生活」を追加。
渡辺章夫講師 担当科目として「地域と人間生活」を追加。科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」は今年度担当なし。

見吉英彦講師 担当科目として「企業に学ぶキャリアデザイン」を追加。
八鍬晶子講師 担当科目として「総合科目（トップアスリートの育成から学ぶ）」を追加。
山下悠貴乃講師 科目配当上の理由により「総合日本語Ⅱｂ」、「日本語表現技術Ⅰ」、「日本語集中講座（編入）※」、「日本語表現技術Ⅱ」、

鳥越信吾講師 科目配当上の理由により「キャリア基礎力Ⅰ」は今年度担当なし。
中岡加奈絵講師 担当科目として「読書入門ゼミナール」を追加。
新嶋良恵講師 科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」は今年度担当なし。

科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」、「中国語Ⅱa」、「中国語Ⅱb」は今年度担当なし。
菅原沙恵子助教 担当科目として「食の科学」を追加。
髙田健人講師 担当科目として「地域と人間生活」を追加。

鴨下澄子講師 担当科目として「地域と人間生活」を追加。
神田俊平講師 担当科目として「身体運動Ⅰ」を追加。科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」は今年度担当なし。
仇暁芸講師 担当科目として「英語Ⅱa」、「英語Ⅱb」を追加。

伊藤美穂講師 担当科目として「読書入門ゼミナール」、「総合科目」を追加。
稲田朋晃講師 担当科目として「総合日本語Ⅱｂ」を追加。

科目配当上の理由により「総合日本語Ⅰｂ」、「日本語表現技術Ⅲ」、「日本語研究Ａ（時事Ⅰ）」は今年度担当なし。

曽野麻紀准教授 科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」は今年度担当なし。
徳野裕子准教授 担当科目として「地域と人間生活」を追加。
星野祐子准教授 担当科目として「課題解決ゼミナール」を追加。科目配当上の理由により「日本語検定対策講座」、「総合科目」は今年度担当なし。

落合真裕准教授 科目配当上の理由により「読書入門ゼミナール」は今年度担当なし。
梶野涼子准教授 担当科目として「読書入門ゼミナール」を追加。
神山真澄准教授 担当科目として「総合科目」、「食の科学」を追加。

　　　・　認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

　　　　大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

　　　・　「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

　　　　なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている
　　　　教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= #DIV/0! ％
0

［0］

0

［0］

0 0

0

助手
（Ｃ'）

助手
（Ｄ'）

（0） （13）

0 14

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）

設置時の計画

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

（0）

［△1］ ［0］ ［3］ ［0］ ［2］

5 5 4 0 14

［0］ ［2］

5 5 4 0 14

（6） （5） （2）

7 4

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授 講　師教　授

現在（報告時）の状況

助手
（Ｂ'）

助手
（Ａ'）

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員等数【大学】

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｄ）

6 5

歳 名 名

年齢構成

4

　（２）－③　年齢構成

1 0 12
5 5

［△1］ ［0］ ［3］

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= ％
14

0

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
14
12

= 116.66 ％
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

（注）・（３）－①、（３）－②で赤字で記載した専任教員数の合計数を記載してください。

選択

自由

科目 必修 0

0 選択

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

計 計計 0

担当予定科目

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

選択

自由自由 0

0 0

必修 0 必修必修 0

合計（Ｆ） 後任補充状況の集計（Ｇ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

計 0 計 0

選択

必修 0

計 0

自由

0

0 選択 0

0 0計

0

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0

0 選択

必修

0

自由 0

計 0 科目

0 人

①の合計数（a）

人
科目

0 科目

0 科目 計

0

計

必修

自由 0

必修

計

0 選択

必修

科目 選択 0

③の合計数（c）②の合計数（b）

（３） 専任教員辞任等の理由

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a） ②の合計数（b）

0

0 0

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

　（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由

必修

担当予定科目

１

0 科目

選択 科目

科目

後任補充状況

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

　　　　　「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

職　位

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

選択 選択

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0自由

人
科目

0

0

　　　・　「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

　　　　　就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

自由
0

番　号 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 辞任等の理由

0

自由

必修

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

③の合計数（c）

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

0 人

必修 0 科目

自由 0 科目 自由 0 自由 0

選択 0

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

= = 0 ％
0
12

　（３）－⑤　令和2年度報告書から、新たに辞任等した専任教員等の状況

該当なし

該当なし
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科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

障害者・障害児心理学 ③選択

乳幼児期の心理臨床選択 ①

退職の申出に対しては他の専任教員の配当若しくは兼任講師の採用により、教育課程の進行に支障が無いよう配慮している。
学生に対しては、新総合教育システム（ユニバーサルパスポート）に「時間割・担当変更一覧」を掲載し、周知している。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、

合計 後任補充状況の集計

辞任した教員数 担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）

R3.3.31付けで定年退職（３）

選択 心理実習 ①

必修 卒業研究 ①

１

必修 入門ゼミナール ①

選択

必修

選択

必修

必修

心理学基礎論※

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 1

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

　　　　　に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

1
0 自由 0

計 12 科目 計 11 計 0

選択 0 選択 1

自由 0

　　　・　また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

　　　　　「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由

6 必修 0 必修 0

選択 6 科目 選択 5
人

必修 6 科目 必修

教授 伊藤　恵子

①

発達臨床心理学（発達心理学） ①

発達臨床フィールドワーク ①

　（３）－⑥　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

心理学入門演習 ①

人間発達演習 ①

心理アセスメント入門 ①

観察法 ①

必修

選択
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区　　　分
今後の

の実施計画

届　出　時

（平成31年）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（令和３年）

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

該当なし

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

該当なし
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

各科目の運営 令和３年度の授業期間についても、令和２年度同様、新型
コロナウィルス感染症に対する対応として、学修時間を確
保するとともに授業期間についても弾力的に取り扱ってい
る。また、令和２年度の後期から実施した分散型授業を、
令和3年度も継続している。

　　(3)　授業公開

　　(5)　FD報告書の作成

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜教育人文学部　心理学科＞

（１） 設置計画変更事項等

　　十文字学園女子大学全学委員会通則規程により､全学FD委員会は次の事項を審議し､必要な事項を処理している｡
　　　(1) ＦＤに係る研修会等の実施に関する事項
  　　(2) 大学、大学院が行うＦＤに係る活動の連絡・調整に関する事項
  　　(3) 授業評価等ＦＤ係る調査、研究に関する事項
  　　(4) その他本学のＦＤに関する事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

　　全学FD委員会が令和２年度に実施したFD活動は以下の通り。

　　(1)　授業アンケート

　　(2)　授業に関する学生・教員交流会

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　十文字学園女子大学全学委員会通則規程（別添資料１）に定められた全学委員会として、全学FD委員会を設置
　している。
　　全学FD委員会の構成は、委員長は学長または学長が指名する教職員とし、(1)学長、(2)専任教員２名、(3)大学
　院のFD委員会において選出された者１名、(4)その他委員長が必要と認めた者で構成しているが、活動の活性化及
　び各教員の理解を深めるため、②及び③の選出については各学科から１名を選出している。
　　令和２年度は人間福祉学科の教員が委員長を務め、事務局の担当者を含め計16名（教員11名、職員5名）で運営さ
　れた。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　令和２年度は全５回開催した。
　　　　第１回　令和２年６月４日（木）-６月１０日（水）　　教員出席者　11人（メール開催）
　　　　第２回　令和２年８月１３日（木）-８月１９日（水）　教員出席者　11人（メール開催）
　　　　第３回　令和２年１０月２９日（木）　　　　　　 　　教員出席者　９人（ZOOM開催）
        第４回　令和２年１２月３日（木）　　　　　　   　　教員出席者　10人（ZOOM開催）
        第５回　令和３年２月１８日（木）　　　　　　   　　教員出席者　９人（ZOOM開催）

　ｃ　委員会の審議事項等

　　(4)　研修会

　　を実施した。

　ｂ　実施方法

　　(1)　授業アンケート

　　　　　原則、前期後期ともに第13～15回目の授業回のいずれかで、学生による授業アンケートを実施した。また、
　　　　アンケートの自由記述に対して教員がコメントを付し、学内ネットワークに公開している。
　　　　　さらに、令和2年度は、新型コロナウィルス感染症対策として行った遠隔授業や分散型授業について、教員
　　　　にもアンケートを実施した。
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　　(3)　授業公開

　　(5)　FD報告書の作成

　　(3)　授業公開

　　(5)　FD報告書の作成

　　　　　令和3年2月3日（水）に、９学科（全学科）より学生を選出し、FD委員を中心とする教員との交流会を
　　　　開催した。

　　　　　令和2年11月24日（火）～12月8日（火）にかけて、原則、後期に開講した全ての授業について、授業公開を
　　　　行った。

　　(4)　研修会

　　　　　令和2年10月22日（木）に、「オンライン授業のデザインと実施の工夫」についての教職員対象のFD（SD）
　　　　研修会を実施した。

　　　　　令和３年に「令和２年度FD報告書」の刊行する。

　　(2)　授業に関する学生・教員交流会

　　(4)　研修会

　　　　・外部講師1名を招き、1名の学内教員のコーディネイトにより、「オンライン授業のデザインと実施の工夫」
　　　　　をテーマに、遠隔授業に関すること及び授業デザインの方法についての研修会を行った。
　　　　・参加者は165名（教員90名、職員75名）であった。

　　　　　令和３年９月以降に「令和３年度FD報告書」の刊行を予定している。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　本学では、授業の質的改善・向上を目的として、継続的に「学生による授業アンケート」を実施しており、その
　結果は、学内ネットワーク上で公開し学生にフィードバックしている。アンケート結果に対するコメントや自由記
　述に対して回答することにより、各教員が今後の改善点を明らかにしている。さらに、令和2年度は、新型コロナ
　ウィルス感染防止対策として、教員向けにも遠隔授業、分散型授業に対するアンケートを実施し、課題の把握を行
　った。昨年に引き続き、授業開始の際、新規非常勤を中心に遠隔授業のサポート等を行っている。
　　また、研修会「教学マネジメントの推進に向けて～カリキュラムと個々の授業の関連を考える～」のように、FD
　委員会が研修会を企画し、授業改善への働きかけを行っている。
　　平成23年度より、全学委員会通則規程に基づき設置された教員評価委員会のもと、教員評価規程（別添資料２）に
　則って、教育、研究、社会活動、学務の4領域を対象として教員評価を実施している。各教員の個人努力を喚起し、
　授業改善はもとより、教員の資質の維持向上を図るよう取り組んでいる。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　(1)　授業アンケート

　　　　・令和2年度は、前期は7月10日（金）～9月11日（金）、後期は12月9日（水）～2月4日（木）にアン
　　　　　ケート実施期間を設定した（両学期とも集中講義科目及び非常勤講師を含む。）。
　　　　・実施対象者は前期名127、後期131名、実施率は前期99.6％、後期100.0％であった。
　　　　・アンケートの自由記述に対して教員がコメントを付し、学内ネットワークで公開することで学生へのフィ
　　　　　ードバックを行っている。コメント提出率は、前期76.9％、後期73.3％であった。
　　　　・教員向けアンケートは、前期9月11日（金）～9月30日（水）、後期は1月25日（月）～2月5日（金）に実
　　　　　施した。回答率は前期69.9％、後期45.2％であった。

　　(2)　授業に関する学生・教員交流会

　　　　　・9学科（全学科）から選出した留学生を含む代表学生27名と、FD委員を含む教員11名が参加した。
　　　　　・「ZOOM授業を振り返る」「おすすめ授業を共有する」「理想の授業を創ろう」の3つのテーマについて
　　　　　　6つのグループでディスカッションを実施し、1チーム5分で発表を行った。

　　　　・授業公開の期間を各学科１週間、見学期間を２週間とした。公開時期を１週間とすることで公開側の負担
　　　　　を軽減し、見学側の選択肢はこれまで通り確保（同学科でも他学科でも見学可能と）した。
　　　　・見学方法はハイブリッド型授業の参加とし、ZOOMでの参観の場合はURLやパスワードを予め伝達した。
　　　　・見学者は、77名（教員71名、職員6名）であった。また、見学者には見学記録の提出を義務付けた。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　　前述の通り

　　　　前述の通り

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　　　　前述の通り
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　　（5月1日現在の委員名簿も添付してください。委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成で

　　　あることを説明してください。併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

①　体制

　ｄ　その他

　　　　「該当なし」

②　審議状況

　ａ　審議した内容

　　　　「該当なし」

　ａ　委員会の設置状況

　　　　「該当なし」

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　　　　「該当なし」

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　　「該当なし」

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　　　　「該当なし」

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

　　　　「該当なし」
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（４） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　本学は、継続的に教育体制改革を行っており、今回の改組は第三次教育体制改革として、第一次及び第二次の成果を
踏まえつつ、①学部体制の改編、②新たな教育課程を修了し卒業した学生が、社会のなかで生涯にわたり活躍していく
ことを想定した教育内容の構築、③既存学科の強化及び本学の伝統を活かしつつ学生募集において可能性のある新たな
領域（学科）の立ち上げ、⑤適切な定員設定、について検討を重ねてきた。学部体制については、本学が培ってきた教
育研究上の領域をより明確にし、かつ、地域社会における諸課題の探求と解決に向けて、人々との連携や多職種での協
働を基盤としつつ、それぞれが培ってきた専門性を発揮しうる人材を養成するために、より有効な体制と判断し、３学
部へ再編成することを決定した。そして、令和２年度に①１学部体制を３学部体制（人間生活学部、教育人文学部、社
会情報デザイン学部）へ再編成する、②入学定員を適正に設定変更する、③食の領域での発展拡大のために食品開発学
科を新設する、④生活情報学科とメディアコミュニケーション学科を発展的に解消して、社会学を基盤とした社会情報
デザイン学科を設置する、こととして、平成31年４月に届出を行い、令和２年４月にスタートを切った。
  改組初年度である令和２年度入試においては、新たな学部学科体制のＰＲと定員設定の見直しに成果が出て、旧体制
下において定員割れが続いていた学科についても充足する運びとなった。ただ、文芸文化学科及び社会情報デザイン学
科については歩留まりの読み違えから入学定員超過率が1.3を超えてしまった。令和３年度入試においては、超過是正を
念頭におきつつ、入試選抜に取り組んだが、心理学科が歩留まりの読み違えから入学定員超過率が1.3を超えた。一方
で、食品開発学科については定員40名に対し入学者38名、幼児教育学科が定員170名に対し入学者146名、児童教育学科
が定員80名に対し入学者64名、社会情報デザイン学科は定員130名に対して入学者104名、と4学科で定員割れとなった。
引き続き募集・広報戦略の見直しとともに、定員確保に努めていきたい。

　ｂ　公表方法

　　・大学ホームページ上に公開予定

③　認証評価を受ける計画

　　・令和３年に評価機関（日本高等教育評価機構）の評価を受審予定。

②　自己点検・評価報告書

　　・自己点検・評価委員会の編纂による報告書を毎年作成。

　ａ　公表（予定）時期

　　・令和３年１１月までに公表予定。

○　設置計画履行状況報告書（令和３年度）

　ａ　公表予定の有無　　〔　　　有　　　・　　　無　　　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

　設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。
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